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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

は
じ
め
に

南
天
竺
出
身
の
僧
・
菩
提
遷
那
（
七
〇
四
～
七
六
〇
、
挿
図
１
）
は
婆
羅
門

階
級
に
生
ま
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の
法
脈
は
も
と
よ
り
天
竺
・
唐
土
で
の
動
静

に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い（

１
）。

開
元
二
十
二
年
（
七
三
四
）
四
月
、
唐
朝
謁
見

を
果
た
し
た
第
十
次
遣
唐
使（

２
）の

正
使
・
丹
治
比
真
人
広
成
と
学
問
僧
理
鏡
は
、

か
の
地
に
お
い
て
菩
提
遷
那
に
来
朝
の
要
請
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
、
菩
提
遷
那
は
当
時
、
長
安
に
お
い
て
活
動
し
、
名
声
を
挙
げ
て
い
た

と
み
な
さ
れ
よ
う（

３
）。

た
だ

し
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に

し
て
菩
提
遷
那
を
知
り
接

触
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
は
定
か
で
な
い（

４
）。

要

請
に
応
じ
た
菩
提
遷
那

は
、
同
年
十
二
月
十
三

日
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
第
十
次
遣
唐
使
の
第
二
船
団
（
副
使
・
中
臣
名
代
の

乗
る
船
団
）
に
林
邑
僧
仏
哲
、
唐
僧
道
璿
ら
と
共
に
乗
船
し
、
途
次
、
風
雨
の

難
に
よ
り
第
一
船
団
よ
り
遅
れ
て（

５
）、

天
平
八
年
（
七
三
六
）
五
月
十
八
日
に
筑

紫
・
大
宰
府
に
到
着
し
た
と
い
う
。
八
月
八
日
に
は
難
波
津
に
至
り
行
基
の
出

迎
え
を
受
け
、
同
月
二
十
三
日
に
は
平
城
京
に
て
聖
武
天
皇
に
拝
謁
す
る（

６
）。

詔

勅
に
よ
り
大
安
寺
に
僧
坊
を
与
え
ら
れ
止
住
し
た
。
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）

に
は
勅
に
よ
り
僧
正
に
補
任
。
翌
年
に
行
わ
れ
た
東
大
寺
毘
盧
遮
那
仏
（
大
仏
）

完
成
供
養
に
際
し
て
開
眼
師
を
勤
め
た
。世
に
「
婆
羅
門
僧
正
」
と
呼
ば
れ
る
。

こ
れ
ら
の
あ
ら
ま
し
は
後
述
の
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
四
月
二
十
一
日
に

菩
提
遷
那
の
入
室
弟
子
・
修
栄
に
よ
っ
て
撰
述
を
み
た
「
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正

碑
幷
序
（
以
下
、
碑
幷
序
）」
に
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

７
）。そ

の
「
碑
幷
序
」

に
は
菩
提
遷
那
の
造
像
に
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
平
宝
字
四
年

（
七
六
〇
）、
五
十
七
歳
を
一
期
と
し
て
臨
終
の
砌
、「
阿
弥
陀
浄
土
」
の
造
立

と
と
も
に
、
存
命
中
に
造
顕
を
果
た
し
た
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
に
「
八
大
菩
薩

像
」
を
造
立
付
加
す
る
こ
と
を
弟
子
た
ち
に
遺
言
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
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ら
の
う
ち
、
菩
提
遷
那
が
生
前
に
造
立
し
た
と
い
う
「
如
意
輪
菩

薩
像
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
造
立
が
何
時
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
の

か
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
が
二
臂
で
あ
っ
た
の
か
、
六
臂
で
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
も
「
碑
幷
序
」
に
は
触
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
と
に
臂
数
の
問
題
は
、
平
城
京
に
お
け
る
当
代
密

教
造
像
の
動
向
を
考
え
る
う
え
で
等
閑
視
で
き
な
い
よ
う
に
考
え

る
。
小
論
で
は
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
、「
碑
幷
序
」
の
当
該

記
事
を
読
み
直
す
こ
と
で
、
か
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
が
六
臂
・

思
惟
形
で
あ
っ
た
と
の
私
見
を
示
す
と
と
も
に
、
密
教
造
像
史
の

観
点
か
ら
造
顕
の
意
義
に
及
ぼ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

中
国
に
お
け
る
関
係
経
典
・
儀
軌
の
漢
訳
と
密
教

黎
明
期
（
八
世
紀
前
半
）
の
六
臂
造
像
の
遺
例

菩
提
遷
那
が
造
立
し
た
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
が
如
意
輪
観
音
像
を
意
味
す
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い（

８
）。

そ
の
尊
容
（
臂
数
）
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
も
、

如
意
輪
観
音
の
姿
か
た
ち
に
言
及
の
あ
る
経
典
儀
軌
（
以
下
、
経
軌
）
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
訳
が
い
つ
頃
完
了
し
て
い
た
か
に
つ

い
て
、
ま
ず
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

⑴　

如
意
輪
観
音
の
姿
か
た
ち
を
説
い
た
経
軌
の
漢
訳
時
期

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
も
と
づ
い
て
如
意
輪
観
音
の
姿
か
た
ち
に
言
及
の

あ
る
経
軌（

９
）を

拾
い
上
げ
、
そ
の
な
か
に
説
か
れ
る
如
意
輪
観
音
の
呼
称
と
臂
数

に
及
ん
で
列
挙
し
て
み
る
と
別
掲
（
表
１
）
の
通
り
で
あ
る
。

① 

と 

② 

は
変
化
観
音
群
の
一
尊
と
し
て
像
容
に
及
ん
で
述
べ
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
③ 

～ 

⑧ 

は
如
意
輪
観
音
を
本
尊
と
す
る
経
軌
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

の
う
ち
、
①
・
②
、
④ 

～ 

⑧
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
如
意
輪
観
音
の
姿
か
た

ち
は
い
ず
れ
も
六
臂
で
あ
り
、
右
の
一
手
で
頬
を
承
け
る
思
惟
形
を
説
く（

（1
（

。
対

し
て
、
③ 

の
み
は
二
臂
を
説
き
、
左
手
で
如
意
宝
珠
を
載
せ
た
開
敷
蓮
華
の

柄
を
執
り
、
右
手
は
胸
前
で
説
法
相
（
五
指
を
開
い
て
掌
を
正
面
に
向
け
て
竪
て

る
「
説
法
印
」）
と
す
る（

（1
（

。

個
々
の
訳
出
時
期
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
見

通
し
は
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
に
智
昇
が
編
ん
だ
仏
典

目
録
『
開
元
釈
教
録
（
以
下
、
開
元
録
）』
へ
の
登
載
の
有
無
が
、
当
時
、
既
に

漢
訳
が
完
了
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
指
針
と
な
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
① 

と 

② 

は
、『
開
元
録
』
に
見
え
る
「
不
空
羂
索
神
変
真
言

経
三
十
卷 
大
唐
三
藏
菩
提
流
志
譯（

（1
（

」
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま

〔
表
１
〕　

如
意
輪
観
音
の
姿
か
た
ち
を
説
く
経
軌 

一
覧
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

で
も
な
い
。

そ
の
『
開
元
録
』
に
は
「
如
意
輪
陀
羅
尼
経
一
卷

此
経
出
大
蓮
花
金
剛
三
昧
耶
加

持
祕
密
無
障
礙
経　

二
十
四
紙 

唐
天
竺

三
蔵
菩
提
流
志
訳
」
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る（

（1
（

。
そ
の
訳
出
者
と
相
ま
っ
て
割
書

に
み
え
る
「
此
経
出
大
蓮
花
金
剛
三
昧
耶
加
持
祕
密
無
障
礙
経
」
の
一
文
は
、

③
の
大
正
新
脩
大
蔵
経
本
に
お
い
て
も
標
題
の
下
に
割
書
で
記
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、

同
経
に
比
定
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

④ 

に
つ
い
て
は
、『
開
元
録
』
は
も
と
よ
り
、
円
照
が
勅
を
奉
じ
て
編
纂
し

貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
に
当
代
の
皇
帝
徳
宗
に
上
進
し
た
仏
典
目
録
『
貞
元

新
定
釋
教
目
録
（
以
下
、
貞
元
録
）』
に
も
、
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
正
倉
院
文
書
に
残
る
写
経
所
に
お
け
る
経
巻
の
出
納
も
し
く
は

書
写
後
に
お
け
る
経
巻
の
返
却
と
書
写
経
の
検
収
記
録
に
お
い
て
も
、
ま
た
、

降
っ
て
安
然
（
八
四
一
頃
～
九
一
五
頃
）
撰
述
の
『
諸
阿
闍
梨
真
言
部
類
惣
録

（
以
下
、
八
家
秘
録
）』
に
も
、
そ
の
名
は
確
認
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
『
大
正

新
脩
大
蔵
経
』
所
載
の
そ
れ
は
東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵
聖
教
の
孤
本
に
よ
っ
て

活
字
翻
刻
が
な
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
長
部
和
雄
氏
は
、
そ
の
成
立
を
「
不
空
時
代
以

降
、
恵
果
以
後
、
中
・
晩
唐
期
の
作
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
蓋
し
従
う
べ

き
見
解
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
宝
思
惟
（
生
没
年
不
詳
、
活
動
は
八
世
紀
初

頭
と
み
ら
れ
る
）
に
訳
者
を
仮
託
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

⑤ 

は
、『
開
元
録
』
に
「
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
一
卷 

大
唐
三
蔵

金
剛
智
訳
」
と
あ
る
も
の
に
比
定
で
き
る（

（1
（

。『
開
元
録
』
の
別
の
個
所
に
は
、

そ
の
文
字
量
を
「
九
紙
」
と
明
記
す
る（

（1
（

。
加
え
て
『
開
元
録
』
に
収
め
る
金
剛

智
（
六
七
一
～
七
四
一
）
略
伝
に
は
「
至
十
八
年
庚
午
。
於
大
薦
福
寺
、
出
曼

殊
室
利
五
字
心
及
観
自
在
瑜
伽
要
」
と
あ
り
、
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
に

『
曼
殊
室
利
五
字
心
』
と
と
も
に
『
観
自
在
瑜
伽
要
』
の
訳
出
が
長
安
の
大
薦

福
寺
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る（

（2
（

。
両
儀
軌
は
、
こ
の
金
剛
智
略
伝
の

直
前
に
記
さ
れ
た
「
金
剛
頂
経
曼
殊
室
利
菩
薩
五
字
心
陀
羅
尼
品
一
巻
」
と

「
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
一
卷
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は（

（2
（

、『
貞
元

録
』
に
お
い
て
両
儀
軌
の
登
載
に
際
し
て
い
ず
れ
も
「
開
元
十
八
年
於
大
薦
福

寺
訳
」
を
明
記
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
頷
け
よ
う（

（2
（

。
と
す
れ
ば
訳
出
直
後
に
『
開

元
録
』
へ
の
登
載
を
み
た
こ
と
に
な
る
。

不
空
（
七
〇
五
～
七
七
四
）
に
よ
る
漢
訳
と
い
う 

⑥ 

と 

⑦ 

は
『
開
元
録
』

に
記
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
⑥ 

に
つ
い
て
、
長
部
和
雄

氏
の
研
究（

（2
（

に
従
え
ば
、『
開
元
録
』
に
み
え
る
「
如
意
輪
念
誦
儀4

一
卷 

八
紙

（
傍
点
論
者
、
以
下
同（

（2
（

）」
が
こ
れ
に
相
当
す
る
と
い
う
。
こ
の
「
如
意
輪
念
誦

儀4

」
は
、
不
空
の
弟
子
で
あ
っ
た
円
照
（
七
一
九
～
八
〇
〇
）
が
ま
と
め
た

『
代
宗
朝
贈
司
空
大
辯
正
廣
智
三
蔵
和
上
表
制
集
（
以
下
、
不
空
表
制
）』
巻
三

に
収
め
る
「
三
朝
所
翻
経
請
入
目
録
」、
そ
れ
は
開
元
二
年
（
七
一
四
）
よ
り

不
空
晩
年
の
大
暦
六
年
（
七
七
一
）
に
至
る
ま
で
に
「
總
七
十
七
部
凡
一
百
一

卷
」
に
及
ん
だ
訳
経
に
つ
い
て
、
同
（
大
暦
六
）
年
十
月
十
二
日
付
で
不
空
自

ら
が
上
表
し
た
目
録
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
記
載
が
み
え
る
「
如
意
輪
念
誦

法4

」
に
当
た
ろ
う
か（

（2
（

。
降
っ
て
貞
元
十
一
年
（
七
九
五
）
に
円
照
が
編
ん
だ

『
大
唐
貞
元
續
開
元
釋
教
録
』
巻
下

入
蔵

録

に
は
「
如
意
輪
念
誦
法

経
内
云
觀
自
在
如

意
輪
菩
薩
念
誦
法 

八

紙
」
と
あ
り（

（2
（

、「
如
意
輪
念
誦
法
」
の
内
題
が
「
観
自
在

4

4

4

如
意
輪
菩
薩
4

4

念
誦
法4

」

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
元
和
二
年
（
八
〇
七
）
に 

慧
琳
が

著
し
た
一
切
経
に
出
て
く
る
難
解
語
彙
や
漢
音
表
記
さ
れ
た
梵
語
な
ど
の
意
味

や
発
音
を
記
し
た
『
一
切
経
音
義
（
慧
琳
音
義
）』
巻
四
〇
に
は
似
寄
り
の
標
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題
を
も
つ
「
観
自
在

4

4

4

如
意
輪
菩
薩
4

4

念
誦
儀
軌
経
4

4 

不
空
訳
」
か
ら
の
難
読
・
難

解
語
彙
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り（

（2
（

、
そ
れ
ら
の
語
彙
は
⑥ 

の
な
か
に
認
め
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る（

（2
（

。こ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
「
如
意
輪
念
誦
儀
」

が
⑥ 

の
不
空
訳
「
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
儀
軌
」
に
相
当
す
る
と
し
た
長

部
氏
の
推
定
を
補
強
す
る
で
あ
ろ
う
。

⑦ 

に
つ
い
て
は
、
上
述
の
『
不
空
表
制
』
に
収
め
ら
れ
た
訳
経
目
録
の
な

か
に
言
及
は
な
い
が
、
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
に
成
立
し
た
『
貞
元
録
』
に

は
「
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
瑜
伽
一
卷

貞
元
新

入
目
録 

九
紙

大
興
善
寺
三
蔵
沙
門

大
廣
智
不
空
奉
詔
訳

」
と
み
え
る（

（2
（

。
遡
っ

て
貞
元
十
一
年
（
七
九
五
）
の
『
大
唐
貞
元
續
開
元
釋
教
録
』
巻
上
に
も
「
観

自
在
菩
薩
如
意
輪
瑜
伽
一
卷 

九
紙
」
と
あ
る
。
そ
の
名
称
と
料
紙
の
枚
数
が

一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
不
空
訳
出
の
そ
れ
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る（

（3
（

。
と
す

れ
ば
そ
の
訳
出
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
そ
れ
へ
の
登
載
以
前
、
具
体
的
に
は
大

暦
六
年
（
七
七
一
）
の
「
三
朝
所
翻
経
請
入
目
録
」
の
上
表
以
降
、
不
空
最
晩

年
（
七
七
四
年
没
）
の
間
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

⑧ 

に
つ
い
て
は
『
開
元
録
』、『
貞
元
録
』
に
見
え
な
い
が
、
空
海
が
唐
土

に
お
い
て
書
写
し
て
日
本
に
伝
え
た
『
三
十
帖
策
子
』
第
二
十
七
に
収
載
が
確

認
で
き
る（

（3
（

。
遅
く
と
も
空
海
が
入
唐
を
果
た
し
た
貞
元
二
〇
年
（
八
〇
四
）
以

前
に
か
の
地
で
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、
表
１
に
列
挙
し
た
八
件
の
う
ち
、
① 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

は
、
開
元

十
八
年
（
七
三
〇
）
に
編
ま
れ
た
『
開
元
録
』
へ
の
登
載
が
確
認
で
き
、
そ
れ

以
前
に
漢
訳
が
完
了
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

⑵　

唐
・
長
安
に
お
け
る
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
像
の
遺
例

─
西
安
・
碑
林
博
物
館
蔵 

大
智
禅
師
碑
に
刻
出
さ
れ
た
如
意
輪
観
音
─

如
意
輪
観
音
の
姿
か
た
ち
を
説
い
た
経
軌
類
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
訳
が
な
さ
れ
た

時
期
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
概
要
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
八
世
紀
の
中
国
、
こ

と
に
帝
都
長
安
に
お
け
る
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
の
造
像
遺
例
に
眼
を

向
け
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
予
め
一
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
石
田
尚
豊
氏
の
高
著
『
曼
荼
羅
の
研
究
』
の
な
か
で
現
図
胎
蔵
曼
荼

羅
の
成
立
に
あ
た
っ
て
「
如
意
輪
菩
薩
は
す
で
に
、
不
空
羂
索
経
巻
九
、
巻

十
二
の
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
こ
の
六
臂
像
が
説
か
れ
、
そ
の
持
物
も
こ
と
ご
と

く
符
号
す
る
。
同
じ
不
空
羂
索
経
を
所
依
経
典
と
す
る
胎
蔵
図
像
に
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
古
像
が
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
か
不
思
議
で
あ
る
」
と
疑
問
を
呈
し
な

が
ら
も（

（3
（

、「
如
意
輪
観
音
像
は
、
不
空
羂
索
経
の
中
に
あ
っ
て
外
郭
的
な
存
在

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
（
中
略
）
当
時
こ
の
六
臂
像
は
異
質
的
な
新
像
と
し

て
内
郭
の
観
音
部
か
ら
し
り
ぞ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
図
と
関
係
の

深
い
摂
無
礙
経
に
も
こ
の
尊
の
記
載
が
み
ら
れ
現
図
に
な
る
と
さ
ら
に
多
く
の

多
臂
像
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
如
意
輪
も
ま
た
抵
抗
な
く
現
図
の
な
か

に
摂
取
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（3
（

」
と
解
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
一
文

に
重
き
を
置
く
と
き
、
如
意
輪
観
音
の
造
顕
は
胎
蔵
図
像
、
胎
蔵
旧
図
像
を
踏

ま
え
て
現
図
胎
蔵
曼
荼
羅
へ
と
再
編
を
な
し
得
た
恵
果
（
七
四
六
～
八
〇
五
）

の
活
動
期
で
あ
る
八
世
紀
第
四
四
半
世
紀
以
降
に
お
い
て
漸
く
受
容
が
な
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
認
識
に
誘
導
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
六
臂
・
思
惟
形
、
輪
王
坐
と
い
う
今
日
我
々
が
知
る
姿
か

た
ち
と
全
く
変
わ
ら
な
い
如
意
輪
観
音
像
が
八
世
紀
前
半
に
遡
っ
て
帝
都
長
安
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

に
お
い
て
顕
現
を
み
て
い
た
事
実
は
等
閑
視
す
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
そ
れ
は

開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
）
に
造
立
を
み
た
大
智
禅
師
碑
の
な
か
に
高
肉
彫
り

で
刻
出
さ
れ
て
い
る
。

か
の
大
智
禅
師
と
は
、
唐
代
中
期
の
高
僧
・
義
福
の
こ
と
で
あ
る
。「
大
智

禅
師
」
の
称
は
皇
帝
玄
宗
か
ら
贈
ら
れ
た
諡
号
で
あ
る
。
碑
（
高
三
四
五
㎝
、

巾
一
一
四
㎝
）
は
禅
師
が
没
し
た
開
元
二
十
四
年
に
行
実
を
顕
彰
す
べ
く
建
立

が
な
さ
れ
た
こ
と
を
碑
文
が
伝
え
て
い
る
。
碑
は
原
碑
そ
の
も
の
で
あ
り
、
陝

西
省
西
安
市
の
碑
林
博
物
館
に
常
時
公
開
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
は
宮
廷
の
中
書

侍
郎 

厳
挺
之
の
撰
に
な
り
、
書
字
は
唐
隷
四
大
家
の
ひ
と
り
史
惟
則
の
隷
書

で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
隷
書
は
名
筆
と
し
て
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
原
碑
か
ら

多
く
の
拓
本
が
採
ら
れ
て
中
国
は
も
と
よ
り
日
本
に
お
い
て
珍
重
さ
れ
て
き
た

〔
挿
図
２
〕。
た
だ
し
、
拓
本
は
刻
銘
を
い
か
に
鮮
明
に
写
し
取
る
か
と
い
う
こ

と
に
腐
心
が
な
さ
れ
て
お
り
、
碑
の
上
部
（
碑
首
）
に
ま
で
及
ん
で
拓
本
が
採

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
碑
首
に
は
双
龍
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
お

り
（
螭
首
）、
そ
の
先
端
（
頂
）
に
如
意
輪
観
音
像
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
〔
挿

図
３
〕。
大
智
禅
師
碑
の
造
立
年
が
そ
の
ま
ま
如
意
輪
観
音
像
の
造
顕
年
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
如
意
輪
観
音
像
の
像
容
を
確
認
し
て
お
く
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

像
は
霊
芝
雲
を
重
ね
た
湧
出
雲
を
伴
っ
た
仰
蓮
上
に
円
相
（
外
周
に
沿
う
よ

う
に
内
側
に
刻
線
一
条
を
と
も
な
う
）
を
設
け
、
こ
の
円
相
の
う
ち
に
尊
容
を

収
め
る
。
現
状
、
頭
部
の
大
半
と
各
手
首
先
を
欠
失
す
る
が
、
条
帛
を
左
肩
か

ら
右
脇
腹
に
懸
け
、
裙
を
纏
い
、
胸
飾
（
珠
繋
ぎ
）・
臂
釧
（
平
紐
二
条
）・
腕

挿図２　大智禅師碑 拓本（部分）
東京国立博物館蔵

挿図３－⑴　大智禅師碑（螭首）　開元 24 年（736）
中国・陝西省碑林博物館蔵

挿図３－⑵　同（螭首 頂部）
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釧
（
平
紐
一
条
）
を
各
々
着
け
、
右
脚
を
屈
し
て
立
膝
と
し
、
左
脚
を
屈
し
横

た
え
た
輪
王
坐
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
を
い
さ
さ
か
右
に
傾
け
、
臂
数

は
六
臂
と
な
る
。
各
手
の
手
勢
は
以
下
の
通
り
。

右
上
段
の
腕
は
屈
し
て
腋
を
大
き
く
開
い
て
肘
先
を
外
側
に
突
き
出
し
、
手

首
の
位
置
と
方
向
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
手
先
は
傾
け
た
頭
部
の
右
頬
を
承
け

て
思
惟
の
相
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
中
段
の
腕
は
屈
臂
し
て

胸
前
で
構
え
、
下
段
の
腕
は
立
膝
と
す
る
右
脚
の
外
側
に
垂
下
し
て
数
珠
（
残

存
）
を
執
る
。

左
上
段
の
腕
は
体
側
に
お
い
て
屈
臂
し
て
竪
て
、
中
段
の
腕
は
脇
腹
前
で
長

く
伸
び
た
開
敷
蓮
華
（
残
存
）
の
枝
先
を
執
る
。
下
段
の
腕
は
垂
下
し
て
手
先

を
伏
掌
し
て
地
に
着
け
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
、
肘
か
ら
先
を
欠
失
す
る
。

そ
の
手
勢
と
体
勢
か
ら
判
断
し
て
六
臂
・
思
惟
形
、
輪
王
坐
の
如
意
輪
観
音

像
と
み
て
大
過
な
い
。
こ
こ
で
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
を
説
く
表
１

に
掲
げ
た
① 

② 

⑤ 

⑥ 

の
各
経
軌
が
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
の
『
開
元
録
』

に
登
載
を
み
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
登
載
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
隔
て
な
い

開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
）
の
帝
都
長
安
に
お
い
て
六
臂
・
思
惟
形
、
輪
王
坐

の
如
意
輪
観
音
像
が
顕
現
し
て
い
た
事
実
は
こ
と
の
ほ
か
重
い
。

こ
の
大
智
禅
師
碑
の
碑
首
（
螭
首
）
の
頂
に
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音

像
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
碑
文
に
は
言
及
が
な
く
明
確
で
な
い
。
た

だ
し
、
史
料
と
し
て
い
さ
さ
か
時
代
の
降
る
点
に
難
は
あ
る
も
の
の
、
北
宋
・

端
拱
元
年
（
九
八
八
）
に
賛
寧
が
皇
帝
太
宗
の
勅
を
承
け
て
撰
述
し
た
『
宋
高

僧
伝
』
第
一
に
収
め
る
「
唐
洛
陽
廣
福
寺
金
剛
智
伝
」
に
は
「
大
智
大
慧
二
禅

師
、
不
空
三
蔵
、
皆
行
弟
子
之
礼
焉
」
と
あ
り（

（3
（

、
大
智
禅
師
（
義
福
）
が
大
慧

禅
師
（
一
行
）、
不
空
三
蔵
と
と
も
に
金
剛
智
に
対
し
て
弟
子
の
礼
を
と
っ
た

と
伝
え
る
こ
と
は
見
過
ご
せ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
か
の
金
剛
智
こ
そ
は
、
六

臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
の
姿
か
た
ち
に
言
及
し
た
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩

瑜
伽
法
要
』（
表
１
の
⑤
）
の
漢
訳
を
開
元
十
八
年
に
は
了
え
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
大
智
禅
師
の
顕
彰
碑
に
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
像
を
あ
ら
わ
し

得
た
意
図
も
、
禅
師
が
師
と
仰
い
だ
金
剛
智
の
訳
出
に
な
る
『
観
自
在
如
意
輪

菩
薩
瑜
伽
法
要
』
の
内
容
に
求
め
得
る
よ
う
に
考
え
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
六
臂
・
思
惟
形
、
輪
王
坐
の
如
意
輪

観
音
像
の
帝
都
長
安
に
お
け
る
受
容
と
そ
の
顕
現
が
大
智
禅
師
碑
の
存
在
か

ら
、
建
立
の
な
っ
た
開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
）
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
確
認
で

き
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

二　

菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
造
立
を
め

ぐ
っ
て

前
節
で
中
国
に
お
い
て
二
臂
と
と
も
に
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
の
姿

か
た
ち
を
説
く
経
軌
の
多
く
が
開
元
十
八
年
（
八
三
〇
）
迄
に
は
漢
訳
を
完
了

し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
所
説
を
反
映
し
た
と
み
ら
れ
る
六
臂
・
思
惟
形
の
如

意
輪
観
音
像
が
直
後
の
帝
都
長
安
に
お
い
て
顕
現
し
て
い
た
事
実
を
確
認
し

た
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
次
に
こ
れ
ら
の
関
係
経
軌
の
日
本
に
お

け
る
受
容
に
眼
を
向
け
つ
つ
、
菩
提
遷
那
の
発
願
造
立
し
た
「
如
意
輪
観
音

像
」
が
は
た
し
て
二
臂
で
あ
っ
た
の
か
、
六
臂
・
思
惟
形
で
あ
っ
た
の
か
、
そ

の
い
ず
れ
と
み
な
し
得
る
の
か
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

⑴　

関
係
経
軌
の
日
本
に
お
け
る
受
容

正
倉
院
文
書
が
伝
え
る
写
経
所
に
お
け
る
経
巻
の
出
納
と
、
書
写
後
に
お
け

る
経
典
の
返
却
と
書
写
経
の
検
収
の
記
録
の
な
か
か
ら
如
意
輪
観
音
の
姿
か
た

ち
を
説
く
経
軌
を
拾
い
集
め
て
み
る
と
き
（
表
２
）、『
不
空
羂
索
神
変
真
言

経
』、『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』、『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』、『
観
自
在

（
も
し
く
は
観
世
音
）
菩
薩
如
意
輪
瑜
伽
法
要
』
の
存
在
が
浮
か
び
あ
が
る
。

そ
れ
ら
の
記
録
上
の
初
出
に
留
意
し
て
み
る
時
、『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽

法
要
』
が
最
も
古
く
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
に
遡
る
と
と
も
に
、
翌
年
に
は

『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』
の
名
も
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
菩

提
遷
那
が
第
十
次
遣
唐
使
の
第
二
船
団
に
乗
船
し
て
来
日
し
た
前
年
の
天
平
七

年
（
七
三
五
）、
第
一
船
団
で
帰
国
し
た
玄
昉
が
、
一
切
経
五
千
余
巻
を
持
ち

帰
っ
て
い
た
事
実
に
あ
る（

（3
（

。
玄
昉
は
、
か
の
地
で
の
五
千
余
巻
に
及
ん
だ
一
切

経
の
収
集
に
際
し
、『
開
元
録
』
巻
十
九
と
巻
二
十
に
収
録
を
み
た
西
崇
福
寺

の
一
切
経
目
録
に
も
と
づ
い
て
収
集
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る（

（3
（

。
確
か
に
『
開
元
録
』
十
九
巻
の
う
ち
に
上
述
の
『
不
空
羂
索
神
変
真
言

経
』、『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』、『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』
の
登
載
が
確

認
で
き
る（

（3
（

。

な
お
、
表
２
に
示
し
た
よ
う
に
正
倉
院
文
書
に
残
さ
れ
た
記
録
の
な
か
に

『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』
と
似
寄
り
の
名
称
を
も
つ
『
観
自
在
（
も

し
く
は
観
世
音
）
菩
薩
如
意
輪
瑜
伽
法
要
』
の
存
在
が
三
件
確
認
で
き
る
。
た

だ
し
、
そ
れ
ら
を
不
空
訳
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
瑜
伽
』（
表
１
の
⑦
）
に
比

定
す
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
不
空
に
よ
る
そ
の
訳

出
は
、
大
暦
六
年
（
七
七
一
）
以
降
、
不
空
が
没
し
た
同
九
年
（
七
七
四
）
ま

で
の
最
晩
年
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
上
述
三
件
の
う
ち
、
⑴
の
天
平
十
一

年
（
七
三
九
）
の
そ
れ
は
、
想
定
さ
れ
る
不
空
の
訳
出
年
を
遥
か
に
遡
る
も
の

で
あ
り
、
⑵
の
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）
と
⑶
の
宝
亀
三
年
の
そ
れ
ら
に
つ
い
て

も
不
空
に
よ
る
漢
訳
の
時
期
と
接
し
て
お
り
微
妙
で
あ
る
。
仮
に
訳
出
が
最
も

遡
る
大
暦
六
年
に
成
っ
た
と
し
て
も
、
訳
出
直
後
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
た

だ
ち
に
書
写
の
対
象
と
な
っ
た
と
み
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
。
や
は
り
い
ず
れ

も
金
剛
智
訳
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
解
し
た

方
が
適
切
と
考
え
る
。
加
え
て
、
同
じ
く
不
空
訳
に
な
る
『
観
自
在
菩
薩
如
意

輪
念
誦
儀
軌
』（
表
１
の
⑥
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
『
開
元
録
』
登
載
の
「
如

意
輪
念
誦
法
」
の
こ
と
と
み
な
し
た
が
、
正
倉
院
文
書
の
記
録
に
は
、
い
ず
れ

の
名
を
も
っ
て
し
て
も
こ
れ
を
見
出
し
難
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
請
来
は
『
八

家
秘
録
』
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
の
空
海
帰
国
を
俟
っ
て

の
こ
と
と
み
た
方
が
穏
当
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
如
意
輪
観
音
の
姿
か
た
ち
に
言
及
が
あ
る
経
軌
の

う
ち
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
受
容
が
確
認
で
き
た
の
は
、『
不
空
羂
索
神
変
真

言
経
』『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』、『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』（
表
１
の
①

②
③
⑤
に
相
当
）
に
限
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
経
所
に
お
け
る

経
典
の
出
納
も
し
く
は
検
収
記
録
に
あ
ら
わ
れ
た
頻
度
に
つ
い
て
、
天
平
年
間

に
あ
っ
て
は
『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』
が
そ
の
主
流
た
り
得
た
が
、
天
平
勝
宝
初

年
以
降
に
あ
っ
て
は
三
つ
の
経
軌
の
間
に
お
い
て
、
さ
ほ
ど
大
き
な
差
が
な

か
っ
た
こ
と
も
留
意
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
（
後
述
）。
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〔表２〕　正倉院文書に残る如意輪観音の姿かたちを説く経軌の出納・検収記録

※ 1　表記は「不空羂索真言神変経」となり、巻数も 28 巻と表記されているが、この項目に収めた。
※ 2　この「如意輪陀羅尼経」の項目には、単に「如意輪陀羅尼」と表記される経巻については採択していない。
※ 3　表記は「観自在如意輪菩薩」となり以下の文字を欠くが、この項目に収めた。
※ 4　表記は「観世音菩薩如意輪瑜伽法要」と表記するが、この項目に収めた。
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

⑵　
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
造
立

こ
こ
に
至
っ
て
小
論
が
問
題
と
す
る
菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
」
の
造

像
に
眼
を
向
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
こ
と
に
言
及
の
あ
る
「
碑
幷

序
」
の
文
末
に
は
菩
提
遷
那
の
弟
子
で
あ
っ
た
修
栄
に
よ
っ
て
神
護
景
雲
四
年

（
七
七
〇
）
に
撰
述
し
た
旨
の
識
語（

（4
（

が
と
も
な
う
。
原
碑
は
失
わ
れ
て
お
り
、

本
文
の
中
世
に
遡
る
写
本
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
近
世
の
版
本
と

群
書
類
従
本
に
よ
っ
て
碑
文
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
近
代
に
入
っ
て
そ
れ
ら
を

も
と
に
く
つ
か
の
活
字
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
こ
の
「
碑
幷
序
」
に
つ
い
て

は
、
藏
中
し
の
ぶ
氏
が
現
存
諸
本
を
も
っ
て
校
訂
し
詳
細
な
語
註
と
解
読
を

行
っ
て
お
り（

（4
（

、
あ
わ
せ
て
氏
の
研
究
に
よ
り
碑
文
の
文
章
構
築
に
あ
っ
て
『
梁

高
僧
伝
』
ほ
か
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の

な
か
に
あ
っ
て
菩
提
遷
那
の
発
願
・
造
像
に
か
か
わ
る
文
章
に
つ
い
て
は
、
規

範
と
な
っ
た
先
規
文
例
が
見
出
し
難
い
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
と
す

れ
ば
、
そ
の
造
像
は
も
と
よ
り
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
文
章
に
つ
い
て
も
菩
提
遷

那
独
自
の
造
像
観
を
反
映
し
た
文
章
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
こ
で
「
碑
幷

序
」
の
当
該
部
を
掲
げ
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（4
（

。

春
秋
五
十
七
。
臨

ミ
テ

レ　

終
ニ

告
ケ
テ

二　

諸
ノ

弟
子

ニ一
云

ハ
ク

、
吾
常

ニ
観

シ二
清
性

ヲ一
、
直

ニ

厳
シ
ク
ス

二　
　

自
性
身

ヲ一
、
而

シ
テ

　
　

猶
ホ

尊
重

シ二

弥
陀

ヲ一
、
景

二

-

仰
ス

観
音

ヲ一
、
汝
曹
、

宣
ク下

抽ぬ
キ二

吾
カ

帑
蔵

ノ
衣
物

ヲ一
奉

ルレ
造

リ中
阿
弥
陀

ノ
浄
土

ヲ上
。
又
云

ハ
ク

　
　

、
吾
生
存

之
日
、
普

ク
為

ニ二
四
恩

ノ一
、
奉

ルレ
造

リ一
如
意
輪
菩
薩

ノ
像

ヲ一
、
而

シ
テ

情
ニ下-

願
フ

更

ニ

造
リ二

八
大
菩
薩

ノ
像

ヲ一
、
列

中

-

坐
セ
シ
メ
ン
ト

其
ノ

像
ヲ上

、
而

ル
ニ

無
常
行

キ
迫

リ
テ

、

其
ノ

事
不
レ
諧か

な
ハ

、
汝
曹
、
不
レ
忘

レ二

疇
昔

ヲ一
、
宜

シ
ク

二　

共
ニ

相
ヒ

助
ケ

畢
ハ
ル

一レ

功
ヲ

。

弟
子
等
奉

テレ
遵

シ二
遺
旨

ニ一
、
備

こ
と
こ
とク

飾
リ
タ
リ

二　
　

八
像

ヲ一
。

（
返
り
点
、
送
り
仮
名
等
論
者
）

す
な
わ
ち
、
齢
五
十
七
を
一
期
と
し
て
、
菩
提
遷
那
は
末
期
に
臨
ん
で
弟
子

た
ち
に
自
ら
の
来
し
方
の
あ
り
よ
う
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
信
仰
に
つ
い

て
「
弥
陀
を
尊
重
し
、
観
音
を
景
仰
す
」
と
述
べ
る
。
文
飾（

（4
（

の
う
ち
に
も
阿
弥

陀
と
観
音
の
信
仰
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
弟
子
た
ち

に
は
「
阿
弥
陀
浄
土
」
の
造
立
と
と
も
に
、「
普
く
四
恩
の
為
に
」
造
像
し
た

「
如
意
輪
菩
薩
像
」
に
、
生
前
つ
い
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
「
八
大

菩
薩
像
」
の
造
立
と
、
そ
れ
ら
を
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
に
「
列
坐
」
さ
せ
る
こ

と
を
要
請
し
、
菩
提
遷
那
の
入
滅
後
、
遺
言
に
従
い
弟
子
た
ち
は
「
八
大
菩
薩

像
」
を
造
立
し
、「
如
意
輪
菩
薩
像
」
に
併
置
さ
せ
た
と
い
う
。
か
の
菩
提
遷

那
は
来
日
に
際
し
て
聖
武
天
皇
の
詔
勅
に
よ
り
、
大
安
寺
に
止
住
す
る
と
と
も

に
、
弟
子
た
ち
の
育
成
に
及
ん
だ
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、「
如
意
輪
菩

薩
像
」
の
造
立
安
置
は
大
安
寺
内
に
お
い
て
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
そ
の

時
期
も
ひ
と
ま
ず
詔
勅
に
よ
り
大
安
寺
に
止
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
天
平
八
年

（
七
三
六
）
八
月
末
以
降
、
入
滅
を
迎
え
た
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
二
月

二
十
五
日
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
菩
提
遷
那
が
生
前
に
造
立
を
み
た
と
い
う
「
如
意
輪
観
音
像
」
に
つ

い
て
、
六
臂
像
の
可
能
性
に
言
及
し
た
の
は
井
上
一
稔
氏
で
あ
っ
た（

（4
（

、
一
方
、

二
臂
と
解
す
る
見
解
に
、
古
く
は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
「
碑
幷
序
」
に

註
解
を
付
し
た
南
都
の
僧
性
空
が
お
り（

（4
（

、
近
年
で
は
谷
口
耕
生
氏
が
改
め
て
そ

の
可
能
性
を
提
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る（

（4
（

。
前
者
と
解
し
得
る
な
ら
ば
、
そ
の
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姿
か
た
ち
は
、
九
世
紀
以
降
の
観
心
寺
彩
色
像
（
金
堂
本
尊
）
や
醍
醐
寺
金
色

像
（
上
醍
醐
清
瀧
宮
伝
来
）
に
先
駆
け
る
「
新
密
教
」
の
造
像
と
い
う
意
義
を

そ
こ
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。後
者
と
み
る
な
ら
ば
龍
蓋
寺
（
岡
寺
）
像
、

東
大
寺
大
仏
殿
左
脇
侍
像
、
石
山
寺
像
な
ど
の
南
都
に
お
け
る
二
臂
の
如
意
輪

と
さ
れ
る
観
音
信
仰
の
伝
統（

（5
（

に
連
な
る
「
古
密
教
」
の
造
像
と
い
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う（

（5
（

。
先
に
眺
め
た
よ
う
に
正
倉
院
文
書
に
あ
ら
わ
れ
た
写
経
所
に
お

け
る
経
典
の
出
納
と
書
写
後
の
経
典
返
却
と
書
写
経
の
検
収
記
録
に
拠
っ
て
み

る
と
き
、
六
臂
・
思
惟
形
を
説
く
関
係
経
典
（
表
１
の
①
、
②
、
⑤
に
相
当
）

と
、
二
臂
を
説
い
た
経
典
（
③
）
の
受
容
に
は
、
さ
ほ
ど
大
き
な
差
が
あ
っ

た
訳
で
な
く
、「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
造
立
が
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
と
み

る
べ
き
か
は
俄
か
に
決
し
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
の
造
像
を
述
べ
た
文

の
冒
頭
に
お
い
て
菩
提
遷
那
は
、
そ
の
信
仰
が
「
弥
陀
を
尊
重
し
、
観
音
を
景

仰
す
」
る
も
の
で
あ
っ
た
と
自
ら
語
っ
て
い
る
こ
と
は
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な

い
。
す
な
わ
ち
「
阿
弥
陀
浄
土
」
と
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
に
伴
う
「
八
大
菩
薩

像
」
の
造
立
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
一
連
の
構
想
の
も
と
で
行
わ
れ
た
と
捉
え

る
な
ら
ば
、「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
姿
か
た
ち
を
明
ら
か
に
す
る
新
た
な
解
釈

の
地
平
が
拓
け
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
ま
ず
留
意
す
べ
き
は
、「
碑
幷
序
」
の
上
掲
の
文
章
の
直
前
に
は

「
僧
正
、
諷

二

-

誦
シ
テ

華
厳
経

ヲ一
、
以

テ
為

シ二
必
要

ト一
、
尤

モ
善

ク
ス

二　

呪
術

ヲ一
、
弟
子
承
習

シ
テ

、
至

ル
モ

レ　

今
ニ

伝
フレ

之
ヲ

」
と
記
す
こ
と
に
あ
る
。
菩
提
遷
那
の
信
仰
の
基
盤
に

華
厳
経
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
菩
提
遷
那
が
自
ら
「
弥

陀
を
尊
重
し
、
観
音
を
景
仰
す
」
と
述
べ
て
、
そ
こ
に
観
音
と
対
に
な
る
勢
至

へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
に
関
し
て
、
仏
駄
跋
陀
羅
訳
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経

（
旧
訳
、
六
十
華
厳
）』
に
「
或
見
阿
弥
陀
、
観
世
音
菩
薩
、
灌
頂
授
記
者
、
充

満
諸
法
界
」
と
あ
る
こ
と
や（

（5
（

、
あ
る
い
は
、
実
叉
難
陀
訳
の
『
大
方
広
仏
華
厳

経
（
新
訳
、
八
十
華
厳
）』
の
「
或
有
見
仏
無
量
寿
、
観
自
在
等
圍
繞
、
悉
已

住
於
灌
頂
地
、
充
満
十
方
諸
世
界
」
と
あ
る
こ
と
の
反
映
が
あ
っ
た
よ
う
に
考

え
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
も
と
よ
り
両
『
華
厳
経
』
は
、
貞
元
十
一
年
（
七
九
五
）
か

ら
同
十
四
年
に
な
っ
た
般
若
訳
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
不
思
議
解
脱
境
界
普

賢
行
願
品
（
四
十
華
厳
）』
の
よ
う
に
明
確
に
「
抜
済
衆
生
」
と
「
阿
弥
陀
仏

極
楽
世
界
」
へ
の
往
生
を
説
く（

（5
（

こ
と
は
な
く
、
や
は
り
阿
弥
陀
・
観
音
信
仰
の

具
体
相
に
つ
い
て
は
別
の
経
典
に
子
細
を
求
め
た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う（
（5
（

。
菩
提
遷
那
が
弟
子
に
造
立
を
要
請
し
た
「
阿
弥
陀
浄
土
」
の
具
体
相
が
ど

の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
情
報
量
が
少
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が（

（5
（

、
自
ら

の
臨
終
に
際
し
て
の
弟
子
た
ち
へ
の
要
請
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
れ
は

阿
弥
陀
如
来
の
西
方
極
楽
浄
土
世
界
へ
の
「
往
生
」
と
そ
れ
へ
の
「
欣
求
」
か

ら
の
発
露
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
こ
と
を
重
視
す
る
と
き

一
顧
す
べ
き
は
、
金
剛
智
訳
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』
に
お
い
て
、

六
臂
・
思
惟
形
の
姿
か
た
ち
を
説
い
た
直
後
に
「
六
臂
広
博
體
、
能
遊
於
六

道
、
以
大
悲
方
便
、
断
諸
有
情
苦（

（5
（

」
と
述
べ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
如
意
輪

観
音
の
六
臂
（
六
手
）
そ
れ
ぞ
れ
に
「
大
悲
方
便
」
を
以
っ
て
六
道
（
天
・

人
・
修
羅
・
餓
鬼
・
畜
生
・
地
獄
）
に
迷
う
「
諸
（
も
ろ
も
ろ
）
の
有
情
（
＝

衆
生
）」
の
救
済
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
発
想
は
、「
阿
弥
陀
浄
土
」
へ
の

往
生
と
不
可
分
に
あ
っ
た
一
切
衆
生
の
六
道
救
済
に
他
な
ら
な
い
。
上
述
の
偈

文
に
「
大
悲
の
方
便
を
以
っ
て
諸
（
も
ろ
も
ろ
）
の
有
情
（
＝
衆
生
）
の
苦
を

断
た
ん
」
と
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
造
立
に
あ
た
っ
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

て
「
普
く
四
恩
の
為
」
と
述
べ
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。こ
の
「
四
恩
」

の
解
釈
に
つ
い
て
は
意
外
に
難
解
で
あ
る
が（

（5
（

、
当
該
句
が
開
元
十
八
年

（
七
三
〇
）
に
智
昇
よ
り
撰
集
さ
れ
た
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
巻
上
に
見
え
る

「
普
為
四
恩
三
有
法
界
衆
生
」
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い（

（5
（

。

『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
は
同
年
に
智
昇
自
ら
編
纂
し
た
『
開
元
録
』
に
登
載
し
て

お
り（

（6
（

、
ま
た
、
正
倉
院
文
書
に
あ
ら
わ
れ
た
写
経
所
の
記
録
か
ら
、
奈
良
時
代

に
は
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

（6
（

。
こ
の
『
集
諸
経
礼
懺

儀
』
の
当
該
字
句
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
「
普
為
四
恩
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も

一
切
衆
生
の
た
め
と
い
う
意
味
内
容
を
容
易
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
一
切
衆
生
の
う
ち
に
西
方
阿
弥
陀
極
楽
浄
土
世
界
へ
の
往
生
を
欣
求

す
る
菩
提
遷
那
も
包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

か
く
し
て
、
奈
良
時
代
に
受
容
を
み
た
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
を
説

く
関
係
経
軌
（
表
１
の
①
、
②
、
⑤
に
相
当
）
の
う
ち
、
一
切
衆
生
の
六
道
救

済
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
も
の
は
、
金
剛
智
訳
の
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽

法
要
』
に
お
い
て
他
に
は
な
く
、
こ
こ
に
造
顕
を
み
た
如
意
輪
観
音
の
姿
か
た

ち
は
、
こ
の
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』
に
も
と
づ
く
六
臂
・
思
惟
形

で
の
造
像
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。「
碑
幷
序
」
に
お
い
て
如
意
輪
観

音
の
呼
称
を
「
如
意
輪
菩
薩
」
と
表
記
し
た
こ
と
も
、
関
係
経
軌
（
表
１
参

照
）
の
う
ち
、
上
述
の
ご
と
く
依
拠
し
た
経
軌
と
し
て
浮
上
し
た
金
剛
智
訳
が

「
如
意
輪
菩
薩
」
と
表
記
し
て
い
た
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑶　
「
八
大
菩
薩
像
」
の
造
立

と
こ
ろ
で
、「
碑
幷
序
」
の
記
述
に
し
た
が
え
ば
、
菩
提
遷
那
は
自
ら
が
造

立
し
た
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
に
「
八
大
菩
薩
像
」
を
造
立
併
置
さ
せ
る
こ
と
を

遺
言
し
、
そ
の
没
後
、
そ
れ
ら
八
軀
の
造
像
は
弟
子
た
ち
の
合
力
で
実
現
し
た

と
い
う
。
こ
の
「
八
大
菩
薩
像
」
に
つ
い
て
、
性
空
の
『
碑
註
』
以
来
、
菩
提

流
志
訳
『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』
の
「
壇
法
品
第
五
」
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の（

（6
（

、

「
円
満
意
願
明
王
」「
白
衣
観
世
音
母
菩
薩
」「
大
勢
至
菩
薩
」「
多
羅
菩
薩
」「
馬

頭
観
世
音
明
王
」「
一
髻
羅
刹
女
」「
四
面
観
世
音
明
王
」「
毘
倶
胝
菩
薩
」
で
あ
っ

た
と
解
さ
れ
て
き
た（

（6
（

。
し
か
し
、
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
菩
提
遷
那
が

造
立
し
た
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
は
金
剛
智
訳
の
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法

要
』
に
も
と
づ
く
六
臂
・
思
惟
形
で
あ
っ
た
と
み
な
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、『
如

意
輪
陀
羅
尼
経
』
に
説
く
と
こ
ろ
の
二
臂
の
「
如
意
輪
聖
観
自
在
菩
薩
」
に
随

伴
す
る
八
尊
（
上
述
）
の
造
顕
と
み
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
。
か
の
「
如
意
輪

菩
薩
」
が
六
臂
・
思
惟
形
と
い
う
「
新
密
教
」
の
経
軌
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

り
、
平
安
時
代
以
降
に
あ
っ
て
は
密
教
の
主
要
尊
格
の
一
つ
と
し
て
受
容
さ
れ

て
ゆ
く
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
四
隅
に
内
・
外
四
摂
の
菩
薩
の
類
の
安
置
を
想

定
す
る
こ
と
も
一
案
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
八
世
紀
後
半
に
お
い
て
、

既
に
そ
の
よ
う
な
発
想
が
あ
り
得
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
く
、
確
証
も
得
ら

れ
な
い
。
む
し
ろ
論
者
は
文
字
通
り
「
八
大
菩
薩
」
が
安
置
さ
れ
た
可
能
性
を

探
っ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
「
八
大
菩
薩
」
を
説
く
経
典
に
は
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る（

（6
（

。
そ
の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
経
』
を

は
じ
め
と
し
て
、『
無
量
門
微
密
持
経
』『
出
世
無
量
門
持
経
』『
無
量
門
破
魔

陀
羅
尼
経
』『
阿
難
陀
目
佉
尼
呵
離
陀
経
』『
阿
難
陀
目
佉
尼
呵
離
陀
隣
尼
経
』『
舎

利
弗
陀
羅
尼
経
』『
一
向
出
生
菩
薩
経
』
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
「
八
大
菩
薩
」
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の
存
在
に
あ
る（

（6
（

。
こ
れ
ら
の
経
典
の
名
は
、
い
ず
れ
も
正
倉
院
文
書
に
あ
ら
わ

れ
た
写
経
所
に
お
け
る
経
巻
の
出
納
も
し
く
は
書
写
後
の
経
巻
の
返
却
と
書
写

経
の
検
収
記
録
に
お
い
て
確
認
で
き
、
そ
の
多
く
が
天
平
八
年
（
七
三
六
）
以

降
、
そ
れ
な
り
の
頻
度
を
と
も
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
留
意
し
た
い

（
表
３
）。
そ
れ
ら
の
内
容
は
分
量
的
に
み
て
広
略
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も

釈
尊
が
毘
舎
離
（
も
し
く
は
維
舎
梨
、
惟
舎
梨
、
維
耶
離
、
毘
耶
離
）
城
の
大

林
（
大
黎
、
大
叢
）
精
舎
に
お
い
て
比
丘
衆
に
陀
羅
尼
法
を
説
く
と
い
う
体
裁

を
と
り
、
そ
の
法
座
に
居
合
わ
せ
た
法
師
の
ひ
と
り
が
阿
弥
陀
如
来
を
前
生
と

す
る
、
も
し
く
は
そ
の
化
現
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
説
か
れ

る
「
八
大
菩
薩
」
に
つ
い
て
は
、
欲
界
天
に
あ
っ
て
行
者
を
守
護
す
る
と
い

う
。
こ
こ
で
そ
れ
ら
の
記
述
を
『
出
世
無
辺
門
陀
羅
尼
経
』
に
拠
っ
て
眺
め
て

み
る
と
、「
何

ヲ
以

テ
ノ

故
ニ

其
ノ

無
量
寿
如
来

ハ
、
彼

ノ
時

ニ
為

リ
タ
ル
ヤ

二　
　
　

不
思
議
功
徳

宝
吉
祥
法
師

ト一（
中
略
）
無
辺

ノ
光
明

ハ
於

テ二
前
生

ニ一
、
仏
無
量
寿
為

レ
リ

二　

法
師

ト一
」
と

述
べ
ら
れ
て
お
り（

（6
（

、
あ
わ
せ
て
そ
こ
に
説
か
れ
る
「
八
大
菩
薩
」
の
役
割
に
つ

い
て
は
「
生

レ
テ

二　

欲
界
天

ニ一
、
彼
等

ハ
亦

タ
来

タ
リ
テ

加
持
摂
受

セ
リ

」
と
説
く（

（6
（

。
こ
こ

で
言
う
と
こ
ろ
の
「
欲
界
天
」
と
は
六
道
の
う
ち
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修

羅
、
人
間
ま
で
の
欲
望
に
捉
わ
れ
た
世
界
を
指
し（

（6
（

、
八
大
菩
薩
は
、
こ
の
「
欲

界
天
」
に
現
じ
、（
そ
こ
で
迷
う
す
べ
て
の
輩
を
）
加
持
・
摂
受
す
る
（
意
訳
）

と
い
う
点
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
「
普
く
四
恩
の
為
に
」
に
造
立
さ
れ
た
六
道

救
済
を
行
う
六
臂
・
思
惟
形
の
「
如
意
輪
菩
薩
」
と
一
具
を
な
し
た
理
由
も
そ

こ
に
求
め
得
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。
か
つ
、
当
該
諸
経
の
い
ず
れ
に
お

い
て
も
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
阿
弥
陀
の
前
生
も
し
く
は
化
現
譚
が
「
阿
弥
陀

浄
土
」
の
教
主
と
直
接
関
わ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の

『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
経
』
を
承
け
た
供
養
法
を
偈
文
で
説
く
『
出
生
無
辺
門

陀
羅
尼
儀
軌
』
で
は
、
八
大
菩
薩
の
具
体
的
な
尊
名
に
言
及
が
な
い
も
の
の
、

「
復
有
八
菩
薩
、
安
住
於
八
方
」
と
説
い
て
い
る（

（6
（

。
上
述
の
『
出
生
無
辺
門
陀

羅
尼
経
』
に
お
い
て
八
大
菩
薩
の
役
割
に
言
及
し
た
当
該
句
の
直
前
に
「
諸
門

有
八
大
菩
薩
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、

「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
八
方
に
各
菩
薩
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
解
釈
を
導

き
だ
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
儀

軌
』
は
、『
開
元
録
』、『
貞
元
録
』
は
も
と
よ
り
、
正
倉
院
文
書
に
あ
ら
わ
れ

た
写
経
所
の
出
納
・
検
収
の
記
録
の
な
か
に
も
そ
の
名
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は

な
い
。『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
儀
軌
』
の
日
本
へ
の
請
来
と
受
容
は
大
同
元
年

（
八
〇
六
）
に
空
海
が
帰
国
し
た
際
に
持
ち
帰
っ
て
以
降
と
み
た
ほ
う
が
よ
さ

そ
う
で
あ
り（

（7
（

、
ゆ
え
に
八
方
に
「
八
大
菩
薩
」
を
布
置
し
た
可
能
性
に
つ
い
て

も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
う
と
考
え
る
と
き
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
こ
こ
に
提
示
し
て
み
た
い
の

は
、『
大
日
経
（
正
し
く
は
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
）』
に
説
か
れ
る
と

こ
ろ
の
「
八
菩
薩
」
の
布
置
法
で
あ
る
。
こ
の
『
大
日
経
』
に
お
け
る
当
該

句
は
ご
く
短
く
「
捨
於
二
分
位
、
當
畫
八
菩
薩
者（

（7
（

」
と
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、『
大
日
経
』
の
注
釈
書
と
し
て
の
役
割
を
担
う
『
大
日
経
疏

（
以
下
、
疏
）』
に
は
、
こ
の
文
言
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る（

（7
（

。

経
ニ

云
ハ
ク

捨
於
二
分
位
、
当
画
八
菩
薩

ト
者
（
中
略
）
然

シ
テ

後
ニ

如
ク二

其
ノ

次
第

ノ一
置

ケ二
八
菩
薩

ヲ一
、
凡

ソ
列

つ
ら
ぬ

ル
ニ
ハ

二　
　

諸
ノ

眷
属

ヲ一
、
皆
令

メ
ヨ

二　

最
初

ノ
者

ヲ
シ
テ

在あ

ラ
シ
メ
ヨ

一レ　
　

右
ニ

、
第
二

ノ
者

ヲ
在お

キレ

左
ニ

、
第
三

ヲ
復

タ
在

キレ

右
ニ

、
第
四

ヲ
復

タ
在

ケレ



− 13 −

菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

〔表３〕　正倉院文書に残る「八大菩薩」に言及のある諸経の出納・検収記録
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※ 1 はいずれも「阿難陀目佉尼訶経」と表記されるものであるが、記録に現れた頻度を考慮してひとまず「阿難陀目
佉尼呵離陀隣尼経」の項目に含めた。
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

左
ニ

、
如

クレ
是

ノ
一

ハ
左

ニ
一

ハ
右

ニ
次
第

ニ
置

ケレ
之

ヲ
、
今
於

テ二
此

ノ
八
菩
薩

ノ
中

ニ一
、

先
ニ

以
テ二

除
疑
怪

ヲ一
在

ケ二
除
蓋
障
之
右

ニ一
、
施
一
切
無
畏

ヲ
在

ケレ
左

ニ
、
次

ニ
復

タ

以
テ二

除
一
切
惡
趣

ヲ一
在

キ二
除
疑
怪
之
右

ニ一
、
以

テ二
救
意
慧

ヲ一
在

ケ二
施
無
畏
之
左

ニ一
、

次
ニ

復
タ

以
テ二

悲
念
菩
薩

ヲ一

在
ケ二

除
惡
趣
之
右

ニ一
、
以

テ二

慈
起
菩
薩

ヲ一

在
ケ二

救
意

慧
之
左

ニ一
、
次

ニ
復

タ
以

テ二
除
一
切
熱
惱

ヲ一
在

キ二
悲
念
之
右

ニ一
、
不
可
思
議
慧

ハ

在
ケ二

慈
起
之
左

ニ一
、
諸
餘

ノ
位
布
例（

列
）モ

皆
放な

ら
ヘレ

此
ニ

也
、

（
返
り
点
、
送
り
仮
名
等
論
者
）

す
な
わ
ち
、
八
菩
薩
の
配
置
は
中
尊
の
右
左
に
交
互
に
外
側
へ
と
横
一
列
に

配
す
る
と
説
く
と
と
も
に
、「
諸
餘
の
位
布
例
（
＝
列
）
も
皆
此
に
放な

ら

（
＝
倣
）

へ
」
と
す
る
。
こ
の
記
述
は
『
大
日
経
義
釈
（
以
下
、
義
釈
）』
に
お
い
て
も

全
く
同
文
で
あ
る（

（7
（

。
も
と
よ
り
、『
大
日
経
』
の
注
釈
書
で
あ
っ
た
『
疏
』・『
義

釈
』
の
到
来
は
、
空
海
以
降
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（7
（

。
し
か
し
、
か
つ
て
指

摘
し
た
よ
う
に
『
大
日
経
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
玄
昉
の
帰
国
に
際
し
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
請
来
を
機
に
少
な
か
ら
ず
書
写
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
正
倉
院
文
書
の
記
録
か
ら
窺
わ
れ
る（

（7
（

。
か
つ
、
こ
の
『
大

日
経
』
の
理
解
に
は
、
注
釈
書
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り（

（7
（

、
玄
昉
は
も
と

よ
り
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）
に
入
唐
し
た
西
大
寺
徳
清
に
よ
っ
て
も

注
釈
書
で
あ
る
善
無
畏
釈
・
一
行
記
の
『
大
日
経
義
記
（
以
下
、
義
記
）』
が

『
疏
』・『
義
釈
』
に
先
駆
け
て
持
ち
帰
ら
れ
て
い
た（

（7
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
玄
昉

請
来
の
『
義
記
』
の
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
し
難
い（

（7
（

。
し
か
し
、
徳
清

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
『
義
記
』
は
現
存
し（

（7
（

、
当
該
箇
所
の
文
言
に
つ
い
て

は
、
上
掲
の
『
疏
』
は
も
と
よ
り
『
義
釈
』
の
当
該
文
言
と
同
一
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る（

（8
（

。
と
す
れ
ば
、
こ
の
三
本
に
先
駆
け
て
玄
昉
が
も
た
ら
し
た
善
無
畏

〔
表
４
〕　

表
３
に
掲
げ
た
諸
経
が
説
く
「
八
大
菩
薩
」
の
名
称 
一
覧

大
正
蔵
19-

六
七
九
a

遍
照
菩
薩

照
明
菩
薩

慧
光
菩
薩

日
光
菩
薩

警
覚
菩
薩

満
一
切
意
楽
菩
薩

星
宿
王
菩
薩 

行
慧
菩
薩 

不
空
訳

出
生
無
辺
門

陀
羅
尼
経 

同-

七
〇
七
b

嚕

遮

鞞
◆
戦

般
嬢
鉢
鞞

窣
耶
掲
鞞

薩 
 

低 

阿
鞞
鉢
耶
鉢
本

諾
叉
怛
囉
闍 

遮
唎
怛
磨 

智
厳
訳

出
生
無
辺
門

陀
羅
尼
経 

同-

六
八
二
a

無

愛

天

悦

可

天

智

光

天

懐

金

天

積

習

天

願

満

天

星

王

天

行

審

天

支
兼
訳

無
量
門
微
密

持
経 

同-

六
八
四
c

照
明
十
方
天
子

離
欲
行
天
子 

慧
光
天
子 

如
日
天
子

真
諦
天
子

願
満
天
子

星
王
天
子

知
行
天
子

仏
陀
跋
陀
羅
訳

出
生
無
量
門 

持
経 

同-

六
九
一
c

衆
光
菩
薩

智
光
菩
薩

日
光
菩
薩

問
難
菩
薩

一
切
願
満
菩
薩

大
力
菩
薩 

星
王
菩
薩

名
意
菩
薩

功
徳
直
・
玄
暢
訳

無
量
門
破
魔 

陀
羅
尼
経 

同-

六
八
八
a

照
明
十
方
天
子

世
明
天
子 

智
光
天
子

日
光
天
子

上
審
天
子

満
所
願
天
子

星
王
天
子 

習
行
天
子

求
那
跋
陀
羅
訳

阿
難
陀
目
佉
尼

呵
離
陀
経 

同-

六
九
五
a

照
明
十
方
天
子

世
明
天
子 

智
光
天
子

日
光
天
子

上
審
天
子

満
所
願
天
子

星
王
天
子 

習
行
意
天
子

仏
駄
扇
多
訳

阿
難
陀
目
佉
尼

呵
離
陀
隣
尼
経

同-

六
九
八
a

光
明
菩
薩

慧
光
明
菩
薩

日
光
明
菩
薩 

教
化
菩
薩 

令
一
切
意
満
菩
薩

大
自
在
菩
薩 

宿
王
菩
薩 

行
意
菩
薩

僧
伽
婆
羅
訳

舎
利
弗
陀
羅
尼

経 

同-

七
〇
二
b

明
徹
天
子

普
照
天
子

智
光
天
子

日
光
天
子

勧
請
天
子

一
切
願
満
足
天
子

星
宿
王
天
子 

宝
意
天
子 

闍
那
崛
多
訳

一
向
出
生
菩
薩

経 
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釈
・
一
行
記
の
『
義
記
』
に
お
い
て
も
そ
の
解
説
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
つ
、
そ
こ
に
説
か
れ
た
当
該
の
八
菩
薩
は
も
と
よ

り
「
諸
餘
」
尊
の
配
置
に
つ
い
て
も
「
放な

ら
ヘレ

此
ニ

」
へ
と
あ
り
、
そ
こ
で
述
べ

ら
れ
る
「
位
布
例
（
＝
列
）」
の
表
記
も
、「
碑
幷
序
」
に
お
い
て
「
八
大
菩

薩
」
を
「
列
坐
」
し
た
と
こ
と
と
通
じ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
菩
提
遷
那
が
「
列

坐
」
を
構
想
し
て
い
た
「
八
大
菩
薩
」
の
配
置
に
あ
た
っ
て
、『
義
記
』
に
説

か
れ
る
と
こ
ろ
の
「
八
菩
薩
」
の
配
置
法
が
「
諸
餘

ノ
位
布
例

モ
皆
放

ヘレ
此

ニ
」

と
あ
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
参
酌
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
こ
こ
に
指
摘
し
て
み
た

い
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
上
掲

の
諸
経
に
説
か
れ
る
「
八
大
菩
薩
」
は
、
諸
経
に
お
い
て
衆
生
救
済
と
い
う
願

意
を
同
じ
く
し
な
が
ら
も
、
尊
名
を
異
に
し
て
お
り
（
表
４
）、
か
つ
、
そ
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
具
体
的
な
尊
容
に
は
言
及
が
な
い
。
そ
の
こ
と
を
思
え
ば

造
顕
に
あ
た
っ
て
「
八
大
菩
薩
」
は
、
い
ず
れ
も
施
無
畏
・
与
願
印
、
あ
る
い

は
、
恭
敬
・
合
掌
と
い
っ
た
通
仏
相
の
表
現
で
の
造
立
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え

る
の
で
あ
る
。そ
う
と
み
る
と
き
、
降
っ
て
九
世
紀
後
半
の
事
例
で
は
あ
る
が
、

中
国
・
陝
西
省
扶
風
法
門
寺
塔
地
宮
出
土
の
釈
迦
の
真
身
舎
利
を
何
重
に
も
納

め
た
容
器
の
ひ
と
つ
鎚
鍱
鍍
金
「
六
臂
観
音

頂
金
函
」
に
お
い
て
如
意
輪
観

音
と
と
も
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
八
菩
薩
（
挿
図
４
）
の
様
態
は
、
ま
さ
し
く
八
尊

の
菩
薩
が
通
仏
相
を
も
っ
て
如
意
輪
観
音
に
併
置
す
る
事
例
と
し
て
参
考
に
な

る
で
あ
ろ
う（

（8
（

。

三　

八
世
紀
に
お
け
る
六
臂
・
思
惟
形 

如
意
輪
観
音
像

の
実
相

菩
提
遷
那
が
造
立
し
た
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
造
像
時
期
は
、
天
平
八
年

（
七
三
六
）
に
詔
勅
を
も
っ
て
大
安
寺
に
止
住
し
て
以
降
、
天
平
宝
字
四
年

（
七
六
〇
）
の
入
滅
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
。
そ
の
姿
か
た
ち
は
金
剛
智
訳
『
観

自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』
の
所
説
に
則
っ
た
六
臂
・
思
惟
形
で
あ
り
、
平

安
時
代
以
降
、
真
言
・
天
台
を
問
わ
ず
「
新
密
教
」
に
お
い
て
尊
崇
対
象
の
一

翼
を
担
う
如
意
輪
観
音
の
先
蹤
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
菩

提
遷
那
の
造
像
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
六
手
そ
れ
ぞ
れ
に
六
道
救
済
の

役
割
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、
欣
求
浄
土
の
思
想
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ

り
、
密
教
性
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
如
意

挿図４　鎚鍱鍍金 如意輪観音ならびに八菩薩
（六臂観音 頂金函 正面） 唐代（９世紀後半）
中国・陝西省扶風 法門寺塔地宮出土
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

輪
観
音
の
造
像
は
、
わ
が
国
で
は
菩
提
遷
那
の
造
像
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る

が
、
こ
こ
で
改
め
て
想
い
起
さ
れ
る
の
は
、
唐
・
長
安
に
お
い
て
開
元
二
十
四

年
（
七
三
六
）
に
亡
き
大
智
禅
師
（
義
福
）
の
行
実
顕
彰
を
行
う
べ
く
造
立
を

み
た
大
智
禅
師
碑
の
碑
首
の
頂
に
高
肉
彫
り
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
六
臂
・

思
惟
形
の
そ
れ
に
あ
る
。
か
の
禅
師
が
金
剛
智
に
師
礼
を
も
っ
て
接
し
て
い
た

こ
と
を
思
え
ば
、
顕
彰
碑
に
わ
ざ
わ
ざ
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
像
を
あ

ら
わ
し
得
た
こ
と
も
、
そ
こ
に
金
剛
智
訳
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
如
意
輪
観
音
の

六
臂
に
よ
る
六
道
救
済
思
想
の
反
映
が
あ
り
、
そ
の
顕
彰
に
少
な
か
ら
ず
追
善

菩
提
の
意
味
合
い
を
持
た
し
め
た
所
以
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
ま
さ
し
く
菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
」
造
像
の
あ
り
よ
う
と
軌
を
一
に
し

て
お
り
、
八
世
紀
の
密
教
黎
明
期
に
お
け
る
六
臂
・
思
惟
形
の
「
如
意
輪
菩

薩
」
造
像
の
目
的
が
中
・
日
の
別
な
く
何
処
に
あ
っ
た
か
を
示
唆
す
る
の
に
十

分
で
あ
る
。
も
と
よ
り
菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
両
脇
に
併
置
さ
れ

た
「
八
大
菩
薩
像
」
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
欲
界
に
迷
う
衆
生
の
救
済
を
目
的

と
す
る
造
像
で
あ
り
、
想
定
さ
れ
た
依
拠
経
典
類
が
い
ず
れ
も
陀
羅
尼
の
効
能

を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
尊
前
で
の
陀
羅
尼
念
誦
を
特
色
と
し

た
わ
が
国
当
代
の
、
い
わ
ゆ
る
古
密
教
の
あ
り
よ
う（

（8
（

か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
「
新
密
教
」
の
経
軌
に
も
と

づ
い
て
の
視
覚
的
に
目
新
し
い
姿
か
た
ち
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
信
仰
の
あ
り

よ
う
は
「
八
大
菩
薩
像
」
と
も
ど
も
、
尊
前
で
の
陀
羅
尼
の
詠
唱
を
特
色
と
す

る
古
密
教
の
範
疇
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
あ
り
よ
う
は
ま
さ
し

く
「
古
密
教
」
か
ら
「
新
密
教
」
の
経
軌
へ
の
移
行
期
の
密
教
造
像
の
動
向
を

端
的
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う（

（8
（

。

そ
う
と
み
る
と
き
、
こ
こ
に
至
っ
て
一
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
法
隆
寺

に
伝
来
し
た
如
意
輪
観
音
像
（
以
下
、
法
隆
寺
像
）
の
存
在
に
あ
る
（
挿
図

５
）。
石
田
尚
豊
氏
に
よ
る
八
世
紀
に
お
け
る
如
意
輪
観
音
の
受
容
に
つ
い
て

の
指
摘
（
既
述
）
を
承
け
て
、
こ
れ
ま
で
制
作
年
代
は
遡
っ
て
も
八
世
紀
末
頃

と
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
が（

（8
（

、
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
の
唐
・
長
安

挿図５ー⑴　如意輪観音像　奈良時
代（８世紀後半）奈良・法隆寺

挿
図
５
ー
⑵　

同
（
頭
部
左
斜
側
面
）

挿
図
６　

十
一
面
観
音
像
（
頭
部
左
斜
側
面
）

奈
良
時
代
（
８
世
紀
後
半
）
大
阪
・
道
明
寺
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に
お
け
る
顕
現
は
開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
）
に
遡
る
も
の
で
あ
り
、
菩
提
遷

那
の
六
臂
・
思
惟
形
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
の
造
顕
も
ひ
と
ま
ず
大
安
寺
止
住

し
た
天
平
八
年
（
七
三
六
）
以
降
、
入
滅
の
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
ま
で

の
間
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
も
は
や
、
法
隆
寺
像
の
制
作
年
代
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
八
世
紀
末
に
上
限
を
設
定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
造
形
に
は
類
作
が
求
め
難
い
が
、
白
毫
を
あ
ら
わ
さ
な
い
鼻
筋
の

通
っ
た
容
貌
は
大
阪
・
道
明
寺
十
一
面
観
音
像
（
挿
図
６
）
か
ら
の
展
開
上
に

あ
る
よ
う
で
あ
り
、
胸
飾
に
見
る
垂
飾
を
伴
わ
な
い
半
円
弧
状
の
基
本
帯
の
中

央
に
あ
ら
わ
し
た
菊
座
と
と
も
に
そ
れ
ら
全
体
を
や
や
肉
厚
に
つ
く
る
形
式
に

つ
い
て
も
、
法
隆
寺
九
面
観
音
像
や
静
岡
・
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
観
音
菩
薩
像
、
道

明
寺
十
一
面
観
音
像
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
胸
飾
の
半
円
弧
状
基
本
帯
の
上
辺
に

独
立
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
連
珠
（
珠
繋
ぎ
）
を
消
失
さ
せ
て
の
展
開
で
あ
っ
た

と
み
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
あ
わ
せ
て
、
胸
飾
に
お
け
る
菊
座
を
と
も

な
う
半
円
弧
状
の
基
本
帯
の
み
で
、
そ
の
下
端
に
垂
飾
を
あ
ら
わ
さ
な
い
形
制

は
、
八
世
紀
後
半
に
遡
る
法
隆
寺
観
音
菩
薩
像
（
挿
図
７
）、
京
都
・
光
明
寺

千
手
観
音
像
、
奈
良
・
金
剛
山
寺
十
一
面
観
音
像
、
兵
庫
・
大
龍
寺
菩
薩
像
、

愛
媛
・
庄
薬
師
堂
菩
薩
像
な
ど
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
継
承
さ
れ
展
開
す
る
よ
う
で
あ

る
。
か
の
法
隆
寺
像
は
、
用
材
（
樹
種
）
の
選
択
に
お
い
て
白
檀
と
み
る
か
桜

材
と
み
る
か
で
、
そ
の
造
像
が
中
・
日
い
ず
れ
に
帰
し
得
る
か
は
作
風
的
に
微

妙
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
そ
の
微
妙
さ
こ
そ
八
世
紀
半
ば
か
ら
や
や
こ
れ
を

降
っ
た
頃
の
、
中
国
か
ら
日
本
に
及
ぶ
東
ア
ジ
ア
域
に
お
い
て
受
容
を
み
た
当

代
如
意
輪
観
音
像
の
作
風
の
一
端
を
示
し
て
、
ま
さ
し
く
天
竺
・
唐
を
経
て
来

日
し
た
菩
提
遷
那（

（8
（

が
造
立
し
た
如
意
輪
観
音
像
の
面
影
を
こ
の
法
隆
寺
像
の
作

風
の
う
ち
に
求
め
て
み
る
の
も
一
案
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

註（
１
）
基
本
史
料
『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
で
は
「
支
讖
の
英
範
を
追
ひ
、
世
高

の
逸
軌
を
逐
ひ
、
雪
峰
を
跨
ゑ
て
影
を
進
め
、
雲
海
に
泛
（
う
か
）
び
て
儀
（
か

た
ち
）
を
飛
ば
し
、
険
し
き
を
冒
し
遠
き
を
経
（
へ
）、
遂
に
大
唐
に
到
る
」
と
の

み
述
べ
る
（
原
文
読
み
下
し
）。
な
お
、
読
み
下
し
は
後
掲
註
42
の
藏
中
し
の
ぶ
編

「『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
幷
序
』
注
釈
」
に
し
た
が
っ
た
（
以
下
も
同
じ
）。

（
２
）『
冊
符
元
亀
』
巻
九
七
一
に
収
め
る
開
元
二
十
二
年
条
に
は
「
四
月
、
日
本
国
遣

使
来
朝
、
獻
美
濃
糸
二
百
匹
、
水
織
糸
二
百
疋
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
で
は
「
唐
国
の
道
俗
、
其
の
徽
献
を
仰
ぎ
、
崇

敬
（
あ
が
）
む
る
こ
と
甚
だ
厚
し
」
と
述
べ
る
。

（
４
）『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
で
は
「
使
人
（
つ
か
ひ
）
の
丹
治
比
真
人
広
成
・

学
問
の
僧
理
鏡
、
其
の
芳
誉
を
仰
ぎ
て
東
帰
を
要
請
す
」
と
述
べ
る
。

（
５
）
ち
な
み
に
、
第
一
船
団
は
天
平
六
年
（
七
三
四
）
十
一
月
に
種
子
島
（「
多
禰

嶋
」）
に
漂
着
し
、
翌
年
三
月
に
大
使
丹
治
比
真
人
広
成
は
朝
廷
に
正
使
の
象
徴
で

あ
る
節
刀
を
返
上
し
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』
天
平
六
年
十
一
月
条
、
同
七
年
三
月

条
）。

挿図７　観音菩薩立像（部分）
奈良時代（８世紀後半）
奈良・法隆寺
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

（
６
）『
続
日
本
紀
』
天
平
八
年
八
月
条
。

（
７
）
当
該
史
料
の
ほ
か
関
係
史
料
に
つ
い
て
は
、
堀
池
春
峰
「
菩
提
僧
正
関
係
資
料

集
」（『
霊
山
寺
と
菩
提
僧
正
記
念
論
集
』
霊
山
寺
、
一
九
八
八
年
、
一
一
一
～

一
三
一
頁
）
に
大
半
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
漏
れ
た
史
料
に
つ
い

て
、
田
島
公
「
婆
羅
門
僧
正
（
菩
提
遷
那
）
の
剣
─
仁
和
寺
円
堂
院
旧
蔵
「
杖
剣
」

相
伝
の
由
来
─
」『
日
本
古
代
の
詩
的
展
開
』
薗
田
香
融
編
、
塙
書
房
、
四
五
七
～

四
七
六
頁
）
に
言
及
が
あ
る
。
な
お
、『
古
代
に
お
け
る
南
西
ア
ジ
ア
文
化
と
ヤ
マ

ト
文
化
の
交
流
に
関
す
る
調
査
・
研
究
（
総
集
編
）
─
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
菩
提

遷
那
を
め
ぐ
っ
て
─
（
二
〇
一
三
年
度 

早
稲
田
大
学
奈
良
県
連
携
事
業
成
果
報
告

書
）
研
究
代
表
者 

新
川
登
亀
男
』（
早
稲
田
大
学
美
術
史
学
研
究
室
・
奈
良
県
立

美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）
に
も
史
料
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
入
手
に
至
ら
ず
未
見
で
あ
る
。

（
８
）
後
代
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
註
49
の
谷
口
耕
生
後
掲
論
文
に
言
及
が
あ
る
よ
う

に
、
フ
ラ
ン
ス
・
ギ
メ
美
術
館
所
蔵
の
太
平
興
国
六
年
（
九
八
一
）
の
年
紀
が
と

も
な
う
千
手
千
眼
観
音
図
に
あ
ら
わ
れ
た
六
臂
・
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
の
傍
に

付
さ
れ
た
札
銘
に
「
如
意
輪
菩
薩
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
参
考
と
な
ろ
う
。

（
９
）
ち
な
み
に
、
正
倉
院
文
書
に
は
他
に
「
如
意
輪
」
の
語
彙
を
題
名
に
有
す
る
経
典

と
し
て
、『
観
世
音
如
意
輪
含
薬
品
』
と
『
観
世
音
秘
密
無
障
礙
如
意
輪
陀
羅
尼
蔵

義
経
』
の
存
在
が
知
ら
れ
る
（『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書 

巻
三
─
一
四
七
頁
、

巻
九
─
四
四
八
頁
、
六
一
一
頁
、
巻
十
二
─
一
四
六
頁
、
四
一
二
頁
、
四
一
四
頁
、

四
七
頁
、
巻
二
四
─
五
七
頁
、
三
三
八
頁
、
五
三
七
頁
）。
前
者
は
「
一
巻
四
紙
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
（
巻
十
二
─
四
一
二
頁
、
四
一
四
頁
）、『
観
世
音
秘
密
蔵
如
意

輪
陀
羅
尼
神
呪
経
』
の
な
か
の
「
観
世
音
如
意
輪
含
薬
品
第
四
」（『
大
正
新
脩
大

蔵
経
』
20
─
一
九
八
ｃ
～
一
九
九
）
を
独
立
・
増
補
さ
せ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

後
者
は
「
一
（
巻
）
五
（
紙
）」（
巻
二
四
─
三
三
八
頁
）
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

前
者
よ
り
も
文
字
量
が
さ
ら
に
一
紙
分
、
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
散
逸
経
典

の
よ
う
で
あ
り
、
詳
細
は
不
明
。

（
10
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
20
─
二
〇
三
ｂ
、
二
〇
八
ｃ
、
二
一
三
ｂ
、
二
一
七
ａ
、

二
七
一
ａ
、
二
八
八
ｂ
。

（
11
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
20
─
一
九
三
ｂ
。

（
12
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
六
六
九
ｂ
。

（
13
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
七
〇
七
ｃ
。

（
14
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
20
─
一
八
八
ｂ
。

（
15
）
な
お
、
① 

② 

③
の
訳
出
者
と
さ
れ
る
菩
提
流
志
（
生
没
年
不
詳
）
に
つ
い
て
、

そ
の
名
で
知
ら
れ
る
人
物
と
し
て
は
六
世
紀
前
半
の
北
魏
・
洛
陽
で
活
動
し
た
訳

経
僧 

菩
提
流
支
が
著
名
で
あ
る
が
、
①
～
③
で
は
、
い
ず
れ
も
訳
出
者
に
「
大

唐
」
も
し
く
は
「
唐
」
を
冠
し
て
お
り
、
も
と
よ
り
北
魏
の
訳
経
僧
と
は
一
字
違

い
の
別
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
菩
提
流
志
は
、『
開
元
録
』
の
編
者
で

あ
っ
た
智
昇
が
撰
述
し
た
『
続
古
今
訳
経
図
紀
』
に
「
沙
門
菩
提
流
志
」
と
し
て

伝
記
が
収
録
さ
れ
る
訳
経
僧
で
あ
る
。
そ
の
活
動
期
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀

初
め
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
の
伝
記
中
に
は
「
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
一
部
三
十

巻
」
と
「
如
意
輪
陀
羅
尼
経
一
巻
」
の
漢
訳
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
（『
大
正

新
脩
大
蔵
経
』
五
五
―
三
七
一
c
）。

（
16
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
の
当
該
経
の
脚
注
に
は
「
東
寺
三
密
蔵
古
寫
本
」
と
記
す

が
、
本
文
の
末
尾
に
「
金
剛
仏
師
興
然
本
」
を
明
記
し
、
興
然
（
一
一
二
〇
～

一
二
〇
三
）
の
手
沢
（
＝
所
持
）
本
を
も
と
に
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

「
古
寫
本
」
が
興
然
手
沢
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
は
不
明
（『
同
』
20
─

二
〇
二
ｃ
、
二
〇
三
ｃ
）。

（
17
）
長
部
和
雄
『
唐
代
密
教
史
雑
考
』
渓
水
社
、
一
九
九
〇
年
（
五
三
頁
）。

（
18
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
56
─
六
六
九
ｃ
。

（
19
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
56
─
七
一
一
ｂ
。こ
の
項
目
は
『
開
元
釈
教
録
』
巻
十
九
に

収
め
ら
れ
た
西
崇
福
寺
の
一
切
経
目
録
の
記
載
で
あ
る
。

（
20
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
五
七
一
ｃ
。

（
21
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
五
七
一
ｂ
。

（
22
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
八
七
五
ａ
。

（
23
）
註
17
の
長
部
和
雄
前
掲
書
（
四
六
～
四
七
頁
）。

（
24
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
七
〇
〇
ｂ
。

（
25
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
52
─
八
三
九
ａ
、
ｃ
。
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（
26
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
七
六
七
ｃ
。

（
27
）
す
な
わ
ち
、「
繳
右
」「
車
輅
」「
蟠
於
」
の
三
つ
の
語
彙
を
挙
げ
て
い
る
（『
大
正

新
脩
大
蔵
経
』
54
─
五
六
八
ｂ
）。

（
28
） 
こ
の
う
ち
「
車
輅
」
に
つ
い
て
は
、
不
空
訳
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
儀
軌
』

の
本
文
中
、
六
か
所
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
20
─

二
〇
五
ａ
～
ｂ
、
二
〇
六
ｂ
）。
ま
た
、「
蟠
於
」
に
つ
い
て
は
一
か
所
に
お
い
て

見
出
せ
る
（『
同
』
20
─
二
〇
六
ｂ
）。
な
お
、「
繳
右
」
に
つ
い
て
は
見
出
し
難
い

が
、
こ
れ
は
『
慧
琳
音
義
』
の
当
該
語
彙
を
翻
刻
し
た
際
の
活
字
「
繳
」
自
体
に

問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
唐
本
も
し
く
は
宋
版
に
拠
っ
て
当
該
文
字
の
確
認

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
保
留
に
し
て
お
き
た

い
。

（
29
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
一
〇
三
五
ｂ
。

（
30
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
七
五
四
ａ
。

（
31
）
註
17
の
長
部
和
雄
前
掲
書
（
四
八
頁
）
で
は
、
金
剛
智
訳
『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩

瑜
伽
法
要
』
と
不
空
訳
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
瑜
伽
』
の
関
係
に
つ
い
て
「
金
剛

智
訳
は
不
空
訳
を
再
治
し
た
も
の
で
あ
」
り
、「
同
本
異
訳
で
は
な
い
と
思
う
」
と

さ
れ
た
が
、
本
文
中
で
述
べ
た
よ
う
に
金
剛
智
に
よ
る
当
該
儀
軌
の
漢
訳
が
開
元

十
八
年
（
七
三
〇
）
で
あ
り
、
不
空
訳
は
大
暦
六
年
（
七
七
一
）
以
降
、
不
空
の

最
晩
年
（
七
七
四
年
没
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の

説
は
成
り
立
た
な
い
。
や
は
り
「
同
本
異
訳
」
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
32
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
20
─
二
一
五
脚
註
。

（
33
）
石
田
尚
豊
『
曼
荼
羅
の
研
究
』
研
究
篇
、
東
京
美
術
、
一
九
七
五
年
（
四
三
頁
下

段
）。

（
34
）
註
33
の
石
田
尚
豊
前
掲
書
（
四
四
頁
上
段
）。

（
35
）
論
者
が
そ
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
一
九
九
三
年
八
月
、
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
中
の

師
・
紺
野
敏
文
先
生
が
、
上
海
か
ら
西
安
に
居
所
を
移
さ
れ
た
の
を
機
に
、
訪
中

し
た
際
、
碑
林
に
お
い
て
同
行
の
同
門
学
兄
で
あ
る
山
岸
公
基
氏
（
現
、
奈
良
教

育
大
学
教
授
）
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
36
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
50
─
七
一
一
ｂ
。

（
37
）『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
六
月
条
（
玄
昉
卒
去
の
記
事
）
に
は
「
霊

亀
二
年
入
唐

シ
テ

学
問

ス
、
唐

ノ
天
子
尊

ヒ
テ

レ

昉
ヲ

准
シ
テ

二

三
品

ニ一
令

ムレ
着

セ二
紫
袈
裟

ヲ一
、
天
平

七
年
随

テ二
大
使
多
治
比

ノ
真
人
広
成

ニ一
還
帰

ス
、
賷

シ
テ

二

経
論
五
千
餘
巻
及

ヒ
諸

ノ
佛
像

ヲ一

来
レ
リ

」
と
記
す
（
文
言
は
『
増
補
新
訂 

国
史
大
系　

続
日
本
紀 

前
編
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
七
年
版
に
拠
る
、
一
八
八
頁
）。

（
38
）
皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」『
日
本
古
代
史
論

集
』
上
、
坂
本
太
郎
博
士
還
暦
記
念
会
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
。
大
平

聡
「
留
学
生
・
僧
に
よ
る
典
籍
・
仏
書
の
日
本
将
来
─
吉
備
真
備
・
玄
昉
・
審
祥

─
」『
専
修
大
学
社
会
地
勢
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー 

年
報
』
二
号 

古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
と
日
本
・
新
羅
の
留
学
生
、
二
〇
〇
九
年
。

（
39
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
六
八
五
ｂ
、
六
八
八
ａ
。

（
40
）『
八
家
秘
録
』
に
拠
る
と
、
当
該
儀
軌
の
請
来
は
空
海
と
と
も
に
、
円
仁
、
円
珍
、

恵
運
、
宗
叡
が
も
た
ら
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─

一
一
二
三
ｂ
）。

　
　
　
　

如
意
輪
念
誦
法
一
卷 

不
空
訳 

貞
元
新
入
目
録
、
海
、
圓
覺
、
列
外
題

也
、
又
加
本
云
、
如
意
輪
菩
薩
念
誦
法

　
　
　
　

觀
自
在
菩
薩
如
意
輪
念
誦
法
儀
軌
一
卷 

不
空
訳 

仁
、
運
、
珍
、

私
云
恐
是
前
本

（
41
）「
碑
幷
序
」
の
原
文
を
示
し
て
お
く
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

神
護
景
雲
四
年
四
月
二
十
一
日　

　
　
　
　

故
婆
羅
門
僧
正
入
室
弟
子
傳
燈
住
位
僧
修
榮

（
42
）
中
世
に
遡
る
写
本
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
小
論
で
は
藏
中
し
の
ぶ
編
、
赤

塚
史
、
朱
一
飛
、
土
佐
朋
子
、
松
山
匤
和
、
山
口
卓
也
、
李
満
江
「『
南
天
竺
婆

羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
注
釈
」『
水
門
─
言
葉
と
歴
史
─
』
二
一
号
（
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）
に
拠
っ
た
。
こ
の
「
注
釈
」
で
は
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
の
元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
京
都
二
条
通
松
原
町 

武
村
市
兵
衛
開
版
本
を
底
本
と
す
る

と
と
も
に
、
現
在
知
ら
れ
る
諸
本
す
べ
て
を
も
っ
て
本
文
を
詳
細
に
校
訂
す
る
。

あ
わ
せ
て
校
勘
・
訓
読
・
現
代
語
訳
・
語
釈
が
詳
細
に
付
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）
註
42
の
藏
中
し
の
ぶ
編
前
掲
「『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
注
釈
」。

（
44
）
藏
中
し
の
ぶ
「『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
と
高
僧
伝
─
仏
教
漢
文
伝
の
文

学
史
的
意
義
─
」『
水
門
─
言
葉
と
歴
史
─
』
一
五
号
、
水
門
の
会
、
一
九
八
六
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

年
。
同
「
玄
奘
三
蔵
伝
と
『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
─
祇
園
精
舎
、
長
安

西
明
寺
・
大
安
寺
創
建
説
話
の
背
景
─
」『
説
話
論
集
（
第
五
集
）
仏
教
と
説
話
』

説
話
と
説
話
文
学
の
会
編
、
一
九
九
六
年
。
同
「『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』

の
構
成
─
「
序
」
と
「
賛
」
の
対
応
か
ら
─
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
四
、
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
三
年
。

（
45
）
註
42
の
藏
中
し
の
ぶ
編
前
掲
「『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
注
釈
」。

（
46
）
註
44
の
藏
中
し
の
ぶ
「『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
と
高
僧
伝
─
仏
教
漢
文

伝
の
文
学
史
的
意
義
」
で
は
、
性
空
編
『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
註
（
以
下
、
碑

註
）』
に
引
く
と
こ
ろ
の
「
探
玄
記
解
」
に
類
似
の
文
章
表
現
が
あ
る
と
さ
れ
た

が
、
法
蔵
述
『
華
厳
経
探
玄
記
』
に
拠
っ
て
確
認
し
て
み
る
と
、
当
該
箇
所
は
直

前
の
「
名
観
自
在
」
ま
で
で
あ
り
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
35
─
四
七
一
ｃ
）、
そ

れ
以
降
の
文
は
性
空
そ
の
人
の
自
問
自
答
と
み
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
箇
所
を
含
め
て
「
碑
幷
序
」
の
造
像
に
つ
い
て
述
べ
た
一
文
に
は

似
寄
り
の
文
章
に
拠
る
こ
と
な
く
、
菩
提
遷
那
の
造
像
事
績
を
率
直
に
記
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
。
な
お
、
性
空
編
『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
註
』
の
本
文
は
、

鈴
木
学
術
財
団
本
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
七
二
巻
・
史
伝
部
十
一
、一
九
七
二
年

（
六
五
頁
下
段
）
に
拠
っ
た
。

（
47
）
井
上
一
稔
「
奈
良
時
代
の
「
如
意
輪
」
観
音
信
仰
と
そ
の
造
像
─
石
山
寺
像
を
中

心
に
─
」『
美
術
研
究
』 

三
五
三
号
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
（
の
ち
の
国
立
文

化
財
機
構 

東
京
文
化
財
研
究
所
）、
一
九
九
二
年
。

（
48
）
註
46
の
性
空
編
『
碑
註
』
参
照
。

（
49
）
谷
口
耕
生
「
菩
提
遷
那
と
古
密
教
の
美
術
」『
正
倉
院
宝
物
に
学
ぶ
』
奈
良
国
立

博
物
館
編
、
二
〇
〇
八
年
、
二
二
六
～
二
四
五
頁
。

（
50
）
註
47
の
井
上
一
稔
前
掲
論
文
。

（
51
）
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
カ
ギ
括
弧
付
き
の
「
新
密
教
」「
古
密
教
」
の
別
は
、
石

田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
（
東
洋
文
庫
論
叢 

第
十
一
）』

（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
六
年
再
版
、
一
四
六
～
一
五
九
頁
。
初
版
は
一
九
三
〇
年
）

に
拠
る
。
石
田
氏
の
指
摘
に
し
た
が
う
と
「
新
密
教
」
の
経
典
の
特
徴
は
、
そ
こ

に
説
か
れ
る
諸
尊
が
組
織
的
で
、
か
つ
曼
荼
羅
を
有
す
る
点
に
あ
る
と
い
い
、
そ

の
な
か
に
「
純
密
」
に
お
い
て
重
視
さ
れ
た
金
剛
智
、
善
無
畏
、
不
空
、
一
行
な
ど

の
手
に
な
る
訳
経
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
方
、
彼
ら
以
前
の

訳
経
に
は
そ
の
こ
と
へ
の
意
識
が
希
薄
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
古
密
教
」
の
経
典
と

位
置
付
け
て
「
新
密
教
」
の
経
典
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。

（
52
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
９
─
七
八
六
ｂ
。

（
53
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
10
─
四
四
三
ａ
。

（
54
）
す
な
わ
ち
『
四
十
華
厳
』
で
は
「
引
導
其
前
、
一
刹
那
中
即
得
往
生
極
楽
世
界
、

到
已
即
見
阿
弥
陀
仏
」
あ
り
、
続
い
て
「
於
一
念
中
、
所
有
行
願
、
皆
得
成
就
、

所
獲
福
聚
無
量
無
辺
、
能
於
煩
悩
大
苦
海
中
、
拔
済
衆
生
、
令
其
出
離
。
皆
得
往

生
阿
弥
陀
仏
極
楽
世
界
」
と
説
か
れ
て
い
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
10
─
八
四
六

ｃ
）。

（
55
）
例
え
ば
『
四
十
華
厳
』
の
漢
訳
に
先
行
す
る
華
厳
経
系
の
阿
弥
陀
信
仰
の
経
典

と
い
う
と
き
、
想
起
さ
れ
の
は
仏
陀
跋
陀
羅
訳 

『
文
殊
師
利
発
願
経
』
に
「
願
我

命
終
時
、
除
滅
諸
障
礙
、
面
見
阿
彌
陀　

往
生
安
楽
国
、
生
彼
佛
国
已
、
成
滿
諸

大
願
」
と
説
か
れ
る
こ
と
に
あ
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
10
─
八
七
九
ｃ
）。
同

経
は
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
に
編
ま
れ
た
『
開
元
録
』
に
登
載
が
確
認
で
き
る

と
と
も
に
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
六
二
三
ｂ
、
六
六
八
ｂ
、
六
九
七
ａ
、

七
二
一
ｃ
）、
そ
の
訳
出
は
元
熙
二
年
（
四
二
〇
）
以
前
に
遡
る
こ
と
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
（『
同
』
55
─
五
〇
五
ｃ
）。
ま
た
、
正
倉
院
文
書
に
記
録
さ
れ
た
写
経

所
に
お
け
る
同
経
の
出
納
記
録
の
な
か
に
僅
か
で
あ
る
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、

正
倉
院
文
書
『
続
々
修
』
十
四
帙
四
に
収
め
ら
れ
た
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）

正
月
二
十
五
日
類
収
の
「
可
請
本
紙
経
目
録
」（『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書 

巻

十
二
─
二
一
五
頁
）
と
『
同
』
十
二
帙
四
に
収
め
ら
れ
た
同
五
年
五
月
七
日
類
収

の
「
未
写
経
論
律
集
目
録
」
の
な
か
に
そ
の
名
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
菩
提

遷
那
の
『
華
厳
経
』
系
の
阿
弥
陀
信
仰
の
依
拠
経
典
候
補
の
第
一
と
し
て
視
野
に

入
れ
て
お
き
た
い
。

（
56
）
藏
中
し
の
ぶ
「『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
の
沈
黙
─
菩
提
遷
那
の
「
阿
弥

陀
浄
土
」
と
光
明
皇
太
后
追
善
事
業
─
」（『
文
学
・
語
学
』
二
一
八
号
、
全
国
大

学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
一
七
年
）
で
は
、
菩
提
遷
那
が
弟
子
た
ち
に
求
め
た
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「
阿
弥
陀
浄
土
」
は
画
像
で
あ
っ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
。
た
だ
し
、
弟
子
た
ち

が
菩
提
遷
那
の
要
請
に
応
じ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
「
碑
幷
序
」
に
触
れ
る
と

こ
ろ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
は
造
像
に
至
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
天
平
宝
字
四
年
二
月
の
菩
提
遷
那
の
没
後
ま
も
な
い
同
年
六
月
の
光

明
皇
后
遷
化
に
と
も
な
い
、
平
城
京
に
お
い
て
皇
后
の
追
善
（
四
十
九
日
の
斎

会
）
の
た
め
の
国
家
事
業
と
し
て
各
国
分
寺
に
お
い
て
「
阿
弥
陀
浄
土
画
像
」
の

造
像
と
『
称
讃
浄
土
経
』
の
書
写
が
行
わ
れ
（『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
七
月

二
十
六
日
条
）、
翌
年
六
月
七
日
条
に
は
、
こ
の
日
、
法
華
寺
の
西
南
隅
に
お
け
る

「
阿
弥
陀
浄
土
院
」
で
皇
后
の
一
周
忌
斎
会
が
執
り
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
諸
国
の

国
分
尼
寺
に
お
い
て
阿
弥
陀
丈
六
像
一
軀
、
挟
脇
侍
菩
薩
像
二
軀
の
造
像
が
行
わ

れ
た
た
め
（『
同
』
天
平
宝
字
五
年
六
月
七
日
条
）、
官
寺
で
あ
っ
た
大
安
寺
に
お

い
て
、
時
節
柄
、
菩
提
遷
那
の
私
的
な
「
阿
弥
陀
浄
土
」
の
造
顕
を
行
う
こ
と
自

体
、
弟
子
た
ち
が
遠
慮
し
て
「
制
作
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ

れ
て
い
る
。

（
57
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
20
─
二
〇
九
ａ
。
当
該
句
の
大
本
は
智
顗
（
五
三
八
～

五
九
七
）
の
『
法
華
三
昧
懺
儀
』
の
「
普
為
四
恩
三
有
及
法
界
衆
生
、
悉
願
断
除

三
障
帰
命
懺
悔
」
と
い
う
句
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
46
─
九
五
二
ａ
）
に
求
め
ら

れ
そ
う
で
あ
る
。

（
58
）
註
42
の
藏
中
し
の
ぶ
編
前
掲
「『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
幷
序
』
注
釈
」
で
は
、

四
恩
の
語
釈
と
し
て
「
父
母
」「
衆
生
」「
国
王
」
と
と
も
に
「
三
宝
（
仏
法
僧
）」

と
す
る
解
釈
（
唐
・
般
若
訳
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
／
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

３
─
一
五
九
ａ
）
と
、「
施
主
」
と
す
る
解
釈
（
宋
・
道
誠
集
『
釈
氏
要
覧
』
巻
中

／『
同
』
54
─
二
八
九
ｃ
）
の
二
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。た
だ
し
、

語
釈
と
し
て
は
参
照
で
き
る
が
、
正
倉
院
文
書
に
あ
っ
て
後
者
は
も
と
よ
り
前
者

に
つ
い
て
も
、
そ
の
漢
訳
者
の
活
動
時
期
（
八
世
紀
末
）
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
名

称
が
記
録
に
見
え
な
い
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
59
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
47
─
四
五
七
ａ
。
そ
の
成
立
年
に
つ
い
て
は
『
開
元
録
』

巻
九
へ
の
登
載
に
際
し
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─

五
七
二
ｂ
）。

（
60
）
智
昇
が
『
開
元
録
』
を
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
に
編
纂
す
る
折
に
、
自
ら
撰

集
し
た
『
集
諸
経
禮
懺
儀
』
二
巻
も
、
註
59
で
触
れ
た
巻
九
の
ほ
か
、
巻
十
三
、

さ
ら
に
玄
昉
が
一
切
経
五
千
余
巻
を
唐
土
に
お
い
て
収
集
す
る
際
に
準
拠
し
た
巻

二
〇
（
西
崇
福
寺
の
一
切
経
目
録
）
に
も
、
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
（『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
55
─
六
九
七
ｃ
、
七
二
二
ｃ
）。

（
61
）
す
な
わ
ち
、
正
倉
院
文
書
の
「
続
修
別
集
二
十
七
」
に
収
め
ら
れ
た
天
平
十
九
年

（
七
四
七
）
六
月
九
日
付
「
写
疏
所
解
」
の
中
に
そ
の
名
が
み
え
る
（『
大
日
本
古

文
書
』
編
年
文
書 

巻
九
─
三
九
四
頁
）。
ほ
か
に
「
続
々
修
十
四
帙
四
」
の
天
平

勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
正
月
二
十
五
日
に
類
収
さ
れ
た
「
可
請
本
経
目
録
」（『
同
』

巻
十
二
─
二
一
六
頁
）、「
続
々
修
十
三
帙
四
」
同
五
年
五
月
七
日
類
収
の
「
未
写

経
律
論
集
目
録
」（『
同
』
巻
十
二
─
五
六
三
頁
）
に
も
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。

（
62
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
20
─
一
九
三
ｃ
。

（
63
）
註
46
の
鈴
木
学
術
財
団
本
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
七
二
巻
（
六
六
頁
中
段
）、
註

49
の
谷
口
耕
生
前
掲
論
文
。

（
64
）「
八
大
菩
薩
」
解
説
『
密
教
大
辞
典
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
三
年
縮
刷
版
第
十
一
刷

（
一
八
一
二
頁
）。

（
65
）
い
ず
れ
も
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
所
収
（N

0.1009

、1010

～1018

）。
な
お
、

こ
の
「
八
大
菩
薩
」
に
つ
い
て
「
阿
弥
陀
浄
土
」
と
関
わ
っ
て
一
言
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
の
は
、
東
晋
・
帛
尸
梨
密
多
羅
訳
『
灌
頂
抜
除
過
罪
生
死
得
度
経
』
巻

十
二
に
、「
順
欲
往
生
西
方
阿
弥
陀
仏
国
者
」
は
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
薬
師
如
来
の

本
願
功
徳
を
憶
念
す
る
な
ら
ば
、
命
終
の
折
、
文
殊
師
利
、
観
世
音
、
得
大
勢
至
、

無
尽
意
、
宝
壇
華
、
薬
王
、
薬
上
、
弥
勒
の
「
八
菩
薩
」
が
死
者
の
魂
魄
を
「
皆

当
飛
往
迎
」
と
説
く
こ
と
に
あ
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
21
─
五
三
三
ｃ
）。
こ

の
経
典
は
『
開
元
録
』
巻
五
に
確
認
で
き
（『
同
』
55
─
五
三
一
ｃ
）、
正
倉
院
文

書
の
写
経
所
に
お
け
る
経
典
の
出
納
と
書
写
の
ち
の
検
収
記
録
に
も
し
ば
し
ば

『
灌
頂
経
』
の
名
の
も
と
十
二
巻
一
具
で
そ
の
存
在
が
相
当
数
確
認
で
き
る
。
た
だ

し
、
そ
の
祈
念
の
対
象
尊
は
薬
師
如
来
で
あ
る
こ
と
や
、
八
菩
薩
に
観
音
と
と
も

に
勢
至
が
含
ま
れ
て
お
り
、
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
菩
提
遷
那
の
信
仰
が
「
尊
重

弥
陀
、
景
仰
観
音
」
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
如
意
輪
観
音
を
中
尊
と
し
て
こ
れ
に
併
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菩
提
遷
那
の
「
如
意
輪
菩
薩
像
」
再
考

置
す
る
八
大
菩
薩
の
う
ち
に
「
観
世
音
」
が
重
複
し
、
さ
ら
に
勢
至
ま
で
登
場
す

る
こ
と
は
、
菩
提
遷
那
の
欣
求
浄
土
思
想
と
し
て
は
い
さ
さ
か
そ
ぐ
わ
な
い
で
あ

ろ
う
。

（
66
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
─
六
七
八
ｃ
。

（
67
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
─
六
七
八
ａ
。

（
68
）
婆
藪
盤
豆
造
・
真
諦
訳
『
阿
毘
達
磨
倶
舍
釈
論
』
巻
六
「
釈
論
中
分
別
世
間
品

第
三
」
に
は
「
偈
曰
、
地
獄
・
鬼
・
畜
生
・
人
道
及
六
天
、
名
欲
界
」（『
大
正
新

脩
大
蔵
経
』
29
─
一
九
八
ａ
）
と
あ
り
、
世
親
造
・
玄
奘
訳
『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
』

巻
八
「
分
別
世
界
品
第
三
之
一
」
に
は
「
頌
曰
、
地
獄
・
傍
生
・
鬼
・
人
及
六
欲

天
、
名
欲
界
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
29
─
四
〇
ｃ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。　
　

（
69
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
─
六
八
〇
ａ
。

（
70
）
空
海
撰
「
御
請
來
目
録
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
一
〇
六
二
ｂ
）、『
根
本
大

和
尚
眞
跡
策
子
等
目
録
』（『
同
』
55
─
一
〇
六
八
ａ
）。 

（
71
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
18
─
八
ｂ
。

（
72
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
39
─
六
三
五
ｂ
。

（
73
）『
義
釈
』
巻
第
四
・
入
曼
荼
羅
具
縁
真
言
品
第
二
之
二
（『
続
天
台
宗
全
書 

密
教

Ⅰ 

大
日
経
義
釈
』
一
四
八
頁
下
段
）。

（
74
）『
八
家
秘
録
』
に
拠
っ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（『
大
正
新
脩

大
蔵
経
』
55
─
一
一
一
四
ｃ
～
一
一
一
五
ａ
）。

胎
藏
界
部
第
二

本
経
義
釈
一

大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
変
加
持
経 

又
云 

大
毘
盧
遮
那
成
佛
経 

貞
元
梵

釈
月
輪
圓
覺
無
注
、
私
曰
此
一
前
出

大
毘
盧
遮
那
経
義
記 

十
卷 

無
畏
釈
一
行
記 

山
階
玄
眆
僧
正

大
毘
盧
遮
那
経
義
記 

七
卷 

上
下
十
四
卷

西
大
徳
清
大
徳

大
毘
盧
遮
那
経
義
記 

七
卷 

上
下
十
四
卷

叡
山
本
師
治
定

大
毘
盧
遮
那
経
疏 

十
四
巻 

高
野
海
贈
僧
正

　
　
　
　
　
　

大
毘
盧
遮
那
経
疏 

二
十
卷 

海
贈
僧
正
治
定

　
　
　
　
　
　

大
毘
盧
遮
那
経
義
釈 

十
四
卷 

有
温
古
序
、
叡

山
慈
覺
大
師

大
毘
盧
遮
那
経
義
釈 

十
四
卷 

有
温
古
序
、
入
唐
遍
明
和
上
送

來
、
同
叡
和
上
本
、
異
仁
和
上
本

大
毘
盧
遮
那
経
義
釈 

十
卷 

叡
山
山
王
和
上
、
私

云
上
八
同
疏
異
本

大
毘
盧
遮
那
経
序 

一
卷 

行
胎
藏
相
承
云
金
剛
手
付
掬
多
、
而
此

序
云
北
天
竺
山
腹
爲
風
吹
落
故
人
多
疑

大
毘
盧
遮
那
経
義
釈
序 

一
卷 

温
古
、

珍　

大
毘
盧
遮
那
経
供
養
法
疏 

二
卷 

不
可
思
議
義
釈 

行
、
仁
和
尚
本
云
、
三
蔵
於
烏
底
那
國
作

此
供
養
法
、
而
此
疏
云
。
空
中
示
現
、
金
色
字
故
、
人
多
疑

大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
経
義
釈
目
録 

一
卷 

珍
和
上
述
、
中
州
五
本
、
謂
肪
十
、
山

七
、
海
二
十
、
仁
十
四
、
珍
十
、
叡

大
毘
盧
遮
那
経
略
義 

二
卷 

中
下
、

仁
叡

略
釈
毘
盧
遮
那
経
中
義 

一
卷 

仁
叡

　
　

大
毘
盧
遮
那
胎
藏
経
略
解
眞
言
要
義 

一
卷 

仁
叡

　
　

大
毘
盧
遮
那
経
疏
文
次
第 

二
卷 

海
和
上
集

　
　
　
　

大
毘
盧
遮
那
経
義
記 

一
卷 

海 

金
剛
頂
三
摩
地

儀
軌
之
首
妄
題
此
名

祕
密
記 

一
卷 

海
和
上
集

　
　
　
　

祕
密
記 

一
卷 

有
人
集

　
　
　

（
75
）
津
田
徹
英
「
奈
良
時
代
の
密
教
造
像
に
お
け
る
明
王
の
出
現
─ 

奈
良
・
大
安
寺

嘶
堂 

伝
馬
頭
観
音
立
像
の
意
義
─
」『
パ
ラ
ゴ
ー
ネ
』
一
〇
号
、
青
山
学
院
大
学

比
較
芸
術
学
会
、
二
〇
二
三
年
。

（
76
）
清
水
明
澄
「『
大
日
経
』
の
注
釈
書
の
書
誌
学
的
研
究
」『
密
教
文
化
』
二
一
九
号
、

密
教
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
。

（
77
）
註
76
の
清
水
明
澄
前
掲
論
文
。

（
78
）『
八
家
秘
録
』
の
記
載
（
註
74
参
照
）
に
し
た
が
え
ば
、
善
無
畏
釈
・
一
行
記
『
大

毘
盧
遮
那
経
義
記
』
十
巻
の
請
来
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵

経
』
55
─
一
一
一
四
ｃ
）。

（
79
）『
八
家
秘
録
』
の
記
載
（
註
74
参
照
）
で
は
、
当
該
の
『
大
毘
盧
遮
那
経
義
記
』

は
七
巻
構
成
で
そ
れ
ぞ
れ
上
・
下
巻
に
分
か
れ
全
体
で
十
四
巻
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
一
一
一
四
ｃ
）。
ち
な
み
に
、
現
存
の
写

本
に
は
、
京
都
・
青
蓮
院
吉
水
蔵
聖
教
に
平
安
末
期
の
七
巻
十
四
軸
（
第
九
箱
１
、

第
十
箱
１
、
現
状
、
第
三
上
・
四
上
、
第
五
上
下
の
四
軸
を
欠
）
が
あ
り
、
註
73

の
『
義
釈
』
の
本
文
翻
刻
に
際
し
て
、
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

吉
水
蔵
聖
教
の
登
録
上
の
名
称
は
「
大
毘
盧
遮
那
経
釈
義
」
を
採
用
し
て
い
る
が
、

巻
一
下
の
尾
題
と
巻
二
上
の
内
題
・
下
の
尾
題
に
は
「
義
記
」
を
明
記
し
て
い
る
。
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な
お
、
吉
水
蔵
本
の
巻
二
上
、
巻
二
下
、
巻
四
下
の
各
尾
題
下
に
は
「
比
叡
止
観

院
一
切
経
本
、
莫
出
院
外
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
れ
ら

は
円
珍
の
「
大
毘
盧
遮
那
成
道
経
義
釈
目
録
縁
起
」
や
円
珍
請
来
の
十
巻
本
『
義

釈
』
巻
十
の
奥
書
（
批
記
）
が
伝
え
る
と
こ
ろ
の
最
澄
が
借
覧
し
た
と
い
う
西
大

寺
徳
清
請
来
本
の
系
統
に
連
な
る
写
本
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

（
80
）
徳
清
請
来
本
『
義
記
』
の
現
存
写
本
と
し
て
知
ら
れ
る
青
蓮
院
吉
水
蔵
本
は
、
現

状
、
巻
二
下
の
巻
頭
か
ら
大
半
を
欠
失
す
る
。『
疏
』
な
ら
び
に
『
義
釈
』
の
文

言
を
手
が
か
り
に
す
る
な
ら
ば
、
当
該
箇
所
も
こ
の
欠
失
部
に
含
ま
れ
て
い
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
巻
二
上
（
完
本
）
の
全
文
と
巻
二
下
の
残
存
分
を

『
疏
』
な
ら
び
に
『
義
釈
』
の
相
当
箇
所
で
字
句
の
異
同
を
逐
一
確
認
し
て
み
る
と

き
、
大
き
く
文
章
を
違
え
る
よ
う
な
相
違
は
認
め
難
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
類
推
す

る
と
、
欠
失
部
に
含
ま
れ
て
い
た
当
該
箇
所
に
つ
い
て
も
、
字
句
に
一
、二
文
字
程

度
の
異
同
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
を
大
き
く
異
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

（
81
）
な
お
、
こ
の
法
門
寺
塔
地
宮
出
土
の
「
六
臂
観
音

頂
金
函
」
で
は
、
如
意
輪
観

音
を
取
り
囲
む
よ
う
に
八
尊
の
菩
薩
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
思
う
と
、

本
文
中
で
述
べ
た
よ
う
に
八
大
菩
薩
に
よ
る
欲
界
天
の
迷
え
る
衆
生
救
済
に
言
及

の
あ
る
不
空
訳
『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
経
』
を
承
け
て
供
養
法
を
偈
文
で
説
い
た

同
訳
『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
儀
軌
』
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
復
有
八
菩
薩
、
安
住

於
八
方
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
─
六
八
〇
ａ
）
が
そ
の
布
置
に
反
映
さ
れ
て

い
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
か
つ
、
不
空
の
晩
年
に
お
い
て
金
剛
智
訳

『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
『
観
自
在
菩
薩
如
意
輪
瑜

伽
』
の
漢
訳
を
完
了
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
文
中
に
お
い
て
六
臂
持
物
に
つ
い
て
の

解
説
に
続
い
て
六
臂
に
よ
る
六
道
の
救
済
を
同
一
の
偈
文
で
説
く
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
鎚
鍱
鍍
金
の
如
意
輪
観
音
像
の
場
合
、
そ
の
表
出
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
金

剛
智
訳
に
限
定
す
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
、『
出
生
無
辺
門
陀
羅
尼
経
』『
出
生

無
辺
門
陀
羅
尼
儀
軌
』
と
と
も
に
不
空
訳
の
そ
れ
に
依
拠
し
て
の
造
顕
で
あ
っ
た

と
み
た
方
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
。

（
82
）
堀
池
春
峰
「
奈
良
時
代
仏
教
の
密
教
的
性
格
」『
西
田
先
生
頌
寿
記
念 

日
本
古
代

史
論
叢
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
（
の
ち
同
『
南
都
仏
教
史
の
研
究
』
下
巻
、

法
蔵
館
、
一
九
八
二
年
（
四
〇
三
頁
～
四
一
九
頁
）。

（
83
）
な
お
、
平
安
時
代
以
降
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
六
道
抜
苦
と
追
善
を
目
的
と

し
た
如
意
輪
観
音
造
像
が
真
言
密
教
寺
院
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
一
端

は
、
醍
醐
寺
僧
元
杲
（
九
一
四
～
九
五
五
）
の
『
延
命
院
前
大
僧
都
遺
訓
』「
一
、

追
福
作
善
事
」
に
述
べ
ら
れ
る
「
始
従
一
七
日
、
至
于
一
周
関マ

マ

、
逆
修
諷
誦
聊
修

先
了
、
更
不
可
後
行
之
、
但
一
両

ノ
弟
子
必
有
所
念
歟
、
仍
奉
圖
繪
阿
彌
陀
佛

ノ
像

一
躰
、
法
利
因
語
四
大
菩
薩
、
如
意
輪
菩
薩
、
及
地
蔵
宝
蓮
龍
樹
等
菩
薩
像
各
一

體マ
マ

（
中
略
）
即
奉
礼
拝
読
誦
日
夜
之
勤
不
怠
、
須
當
於
七
々
日
奉
供
養
」
と
い
う

記
述
の
う
ち
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
『
遺
訓
』
は
未
翻
刻
史
料
の
た
め
、

本
文
は
東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
聖
教
第
一
八
二
箱
四
九
号
（
粘
葉
装
、
南
北
朝
時
代

写
）
に
拠
っ
た
。

（
84
） 

井
上
一
稔
『
如
意
輪
観
音
像
・
馬
頭
観
音
像
（
日
本
の
美
術
３
１
２
）』
至
文
堂
、

一
九
九
二
年
（
二
三
頁
）

（
85
）
こ
の
天
竺
・
唐
を
経
て
来
日
し
た
菩
提
遷
那
の
意
義
を
文
化
史
的
観
点
か
ら
論
じ

た
も
の
に
、
小
島
裕
子
「
大
仏
を
開
眼
し
た
菩
提
遷
那
（
ボ
ー
デ
ィ
セ
ー
ナ
）
─

日
本
文
化
の
中
に
構
築
さ
れ
た
「
印
度
」
─
」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』

二
四
号
、
二
〇
一
九
年
）
が
あ
る
。

【
付
記
】

　

本
論
を
な
す
に
あ
た
り
不
躾
な
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藏
中
し
の
ぶ
氏
に
は
、

入
手
困
難
で
あ
っ
た
註
44
の
前
掲
論
文
収
載
の
学
術
誌
『
水
門
』
一
五
号
を
御
恵
与
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
挿
図
１
に
つ
い
て
は
龍
華
寺
御
住
職 

和
田
弘
雅
師
の
ご
理
解
と

ご
了
解
の
も
と
、
県
立
金
沢
文
庫
よ
り
、
挿
図
３-

⑴
に
つ
い
て
は
横
浜
美
術
大
学
教

授 

濱
田
瑞
美
氏
よ
り
、
同-

⑵
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
教
授 

藤
岡
穣
氏
よ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
あ
ら
わ
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。


